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報

平成２２年
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No.６１

４ 月
あ　　さ　　ご ４ 月

平成２２年

今月の主な内容

２～７平成２２年度の施政運営方針と予算

８～９市政フラッシュ

８～９我がまち朝来再発見

１０～１１まちのわだい

１２～１７情報掲示板

１８～２１市職員の人事異動

２４人いきいき／朝来市の数字あれこれ
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　３月６日、山東公民館で梁瀬地域自治協議会主催の「やなせの

春まつり」が行われ、たくさんの人がひな祭りにちなんだ多彩な

催しを楽しみました。

　中でも、特に人気が集まったのが貝殻を使ったひな飾り作り

のコーナー。子どもからお年寄りまで３５人が参加し、講師の吉

本千代子さん（清水町区）から手ほどきを受けながら、アサリの

貝殻と和紙を使ってひな人形の壁飾りや置物を作り上げました。

　参加者は、個性豊かなひな人形のできばえに満足そうな顔を

していました。



　市は２月２６日から３月３０日まで、第３回朝来市議会定例会を開催。

初日の２月２６日には、多次市長が平成２２年度の施政運営方針と予算

の概要について説明しました。今月の広報は、施政運営方針の要旨と

予算の概要をお知らせします。
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 平
成
　
年
度
　
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
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対
話
を
基
調
と
す
る
心
優
し
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
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温
も
り
の
市
政
の
実
現
を
目
指
し
ててててててててててててててててててててて

平
成
　
年
度
当
初
予
算

２２

２
８
４
億
２
，３
９
１
万
円

一
般
会
計
　
１
８
５
億
２
，０
０
０
万
円

特
別
会
計
・
企
業
会
計
　
　
億
３
９
１
万
円

９９

元気いっぱい！生野幼児センター子どもたち

平成２２年度の施政運営方針と予算

テ
ー
マ
別
に
見
る

今
年
の
ま
ち
づ
く

今
年
の
ま
ち
づ
く
りり

子
育
て
医
療
制
度
の
拡
充
　
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
の
医
療
費

　
を
全
額
無
料
、中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
の
入
院
医
療
費
も

　
無
料
に
す
る
も
の
で
す
。　
　
　
   　
予
算
額
 ５
，４
２
４
万
円

保
育
料
の
負
担
の
軽
減
　
保
育
料
の
最
高
額
を
５
万
２
千
円
か

　
ら
２
万
３
千
円
に
軽
減
し
ま
す
。

保
育
料
全
体
で
は
約
６
，０
０
０
万
円
の
軽
減
に
な
り
ま
す
。

～
主
な
内
容
～

小
・
中
学
校
の
学
力
の
向
上

　
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
９

　
年
間
を
学
習
の
一
連
と
と
ら
え
、

　
系
統
性
の
あ
る
学
習
を
進
め
ま

　
す
。 　
   予
算
額
 １
８
０
万
円

国
際
理
解
教
育
の
推
進
　
市
内

　
の
４
中
学
校
で
取
り
組
み
方
法

　
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、海
外
交

　
流
の
機
会
の
均
等
化
を
図
り
ま

　
す
。

予
算
額
 １
，１
４
２
万
円

子
ど
も
手
当
の
創
設
　
次
世
代

小学校の授業風景（中川小学校）

重点施策に「子育て応援・子どもたちに希望を重点施策に「子育て応援・子どもたちに希望を、、
地域・若者に活力を、市民生活・高齢者に安心を地域・若者に活力を、市民生活・高齢者に安心を」」
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子
育
て
応
援
・
子
ど
も
た
ち
に
希
望

子
育
て
応
援
・
子
ど
も
た
ち
に
希
望
をを



　
元
気
で
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
環
境
を
つ
く
り
、朝
来
市

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

希
望
を
い
だ
き
、世
界
に
羽
ば

た
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、こ
の
項
目
で
は

次
の
重
点
事
項
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

⑴「
子
育
て
医
療
制
度
の
拡
充
」

　
を
行
い
ま
す

⑵「
保
育
料
の
負
担
の
軽
減
」を

　
図
り
ま
す

⑶「
認
定
こ
ど
も
園
の
一
層
の

　
推
進
、病
児
保
育
の
事
業
」を

　
推
進
し
ま
す

⑷「
小
・
中
学
生
の
学
力
向
上
」

　
を
推
進
し
ま
す

⑸「
小
学
校
・
中
学
校
の
安
心
・

　
安
全
な
教
育
環
境
の
整
備
」

　
を
推
進
し
ま
す

⑹「
市
内
中
学
校
の
国
際
理
解

　
教
育
」を
更
に
推
進
し
ま
す

②
地
域
・
若
者
に
活
力
を

　
若
者
が
朝
来
市
に
定
住
で
き
、

安
定
し
た
生
活
環
境
が
保
証
さ

れ
た
職
場
づ
く
り
を
強
力
に
進

め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、地
域
に

活
力
を
与
え
る
と
と
も
に
新
た

な
産
業
を
起
業
し
て
い
く
こ
と

に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　
地
域
の
活
力
は
人
口
の
推
移

に
は
っ
き
り
と
現
れ
ま
す
。こ

れ
ま
で
の
将
来
人
口
が
減
少
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
か
ら
、「
ど
の
よ
う
に
し
て

人
口
を
減
少
さ
せ
な
い
元
気
な

朝
来
市
を
つ
く
り
上
げ
る
か
」

と
い
う
発
想
に
立
っ
て
施
策
の

転
換
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。そ

の
た
め
、こ
の
項
目
で
は
次
の

重
点
事
項
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。

⑴「
山
東
工
業
用
地
整
備
事
業
」

　
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す

⑵「
中
小
企
業
融
資
事
業
」枠
の

　
拡
大
を
継
続
し
ま
す

⑶「
歴
史
・
文
化
遺
産
を
活
用
し

　
た
観
光
産
業
の
育
成
」を
図

　
り
ま
す

⑷「
朝
来
市
商
工
会
合
併
事
業
」

　
を
支
援
し
ま
す

⑸「
指
定
管
理
者
に
よ
る
山
城

　
の
郷
の
活
用
」を
図
り
ま
す

⑹「
朝
来
市
総
合
計
画
後
期
基

　
本
計
画
の
策
定
」に
着
手
し

　
ま
す
　
　

⑺
国
・
県
と
の
連
携
を
深
め
、

　「
国
・
県
の
補
助
制
度
に
つ
い

　
て
積
極
的
な
導
入
」を
図
り

　
わ
た
し
の
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
は
、「
対
話
を
基
調
と
す
る
心

優
し
い
温
も
り
の
市
政
の
実

現
」で
す
。

　
さ
ら
に
、重
点
施
策
に
は「
子

育
て
応
援
・
子
ど
も
た
ち
に
希

望
を
」「
地
域
・
若
者
に
活
力
を
」

「
市
民
生
活
・
高
齢
者
に
安
心

を
」の
３
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
進
め
る
た

め
に
は
、市
内
の
民
間
活
力
を

活
用
し
な
が
ら
経
済
成
長
を
推

進
し
、人
口
が
減
少
し
な
い
力

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お

り
、平
成
　
年
度
予
算
は
そ
の

２２

よ
う
な
点
に
配
慮
し
て
措
置
を

行
い
ま
し
た
。

①
子
育
て
応
援
・
子
ど
も

　
た
ち
に
希
望
を

　
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
子
育
て
を
社
会
全
体
で

　
応
援
す
る
観
点
か
ら
、中
学
生
ま
で
１
か
月
１
万
３
千
円
を
支

　
給
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
   予
算
額
 ５
億
２
，４
５
９
万
円

校
庭
芝
生
化
事
業
　
市
内
の
３
小
学
校
の
校
庭
や
中
庭
を
芝
生

　
化
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
   予
算
額
 １
，１
３
７
万
円

山
東
工
業
用
地
整
備
事
業
　
山
東
町
柿
坪
区
周
辺
に
約
５
㌶
の

　
企
業
向
け
販
売
用
地
を
造
成
し
ま
す
。予

算
額
 １
億
５
１
０
万
円

歴
史
・
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
産
業
の
育
成
　
Ｊ
Ｒ
生
野

　
駅
西
口
に「
朝
来
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
す
。生

　
野
町
内
で
、「
井
筒
屋
」に
引
き
続
き「
旧
生
野
鉱
山
職
員
宿
舎
」・

　「
口
銀
谷
銀
山
町
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
」
の
一
般
公
開
を
開

　
始
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
   予
算
額
 １
，５
８
９
万
円

山
城
の
郷
の
活
用
　「
全
但
・
神
姫
グ
ル
ー
プ
」に
指
定
管
理
を

　
委
託
。そ
の
支
援
を
行
い
、竹
田
城
周
辺
の
来
訪
者
の
利
便
を
図

　
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   予
算
額
 １
，５
０
０
万
円

朝
来
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
　
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計

　
画
の
策
定
作
業
に
着
手
し
ま
す
。　
　
　
 予
算
額
 ３
５
７
万
円

農
業
・
林
業
の
支
援
　
特
産
品
（
黒
大
豆
・
ピ
ー
マ
ン
・
岩
津
ね

　
ぎ
）生
産
農
家
へ
の
支
援（
特
産
物
生
産
農
家
へ
の
支
援
・
特
産

　
物
売
場
の
支
援
）を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。災
害
に
強
い
山
づ
く

　
り
や
森
林
資
源
の
有
効
活
用
に

　
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

予
算
額
 １
，
６
７
４
万
円

地
域
協
働
の
推
進
　
地
域
自
治

　
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
運
営
と
地

　
域
自
治
協
議
会
を
支
援
し
ま
す
。

予
算
額
 ６
，
１
８
５
万
円

地
域
づ
く
り
事
業
　
区
や
団
体

　
な
ど
が
実
施
す
る
地
域
づ
く
り

　
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

予
算
額
 ３
，
１
０
５
万
円

支
所
等
提
案
型
地
域
活
性
化
事
業

　
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
実
現

施施
政政
運運
営
方
針
の
あ
ら
ま

営
方
針
の
あ
ら
ま
しし

目
指
す
ま
ち
づ
く

目
指
す
ま
ち
づ
く
りり

朝来市の特産品「岩津ねぎ」

米国オレゴン州ポートランド市のマウン
トテーバー中と梁瀬中の両校の生徒の交
流授業の様子

昨年度、筋交いを設置して耐震化
工事が完了した朝来中学校の校舎

平成２２年度の施政運営方針と予算

平成２２年４月平成２２年４月号号３

地
域
・
若
者
に
活
力

地
域
・
若
者
に
活
力
をを

平
成

年
度
の
重
点
施

平
成
　
年
度
の
重
点
施
策策

２２２２
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ま
す

⑻「
新
市
街
地
の
整
備
」を
推
進

　
し
ま
す

⑼「
農
業
・
林
業
の
支
援
」を
継

　
続
し
ま
す

⑽「
地
域
協
働
」を
推
進
し
ま
す

⑾「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
導
入
」を
支
援
し
ま
す

⑿「
支
所
提
案
型
地
域
活
性
化

　
事
業
」を
創
設
し
ま
す

⒀「
少
子
化
対
策
特
別
事
業
」を

　
拡
大
継
続
し
ま
す

③
市
民
生
活
・
高
齢
者
に

　
安
心
を

　
健
康
で
安
全
な
暮
ら
し
は
、

市
民
の
だ
れ
も
が
願
う
こ
と
。

特
に
、少
子
高
齢
化
が
進
む
朝

来
市
と
し
て
、積
極
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要

な
課
題
で
す
。そ
の
た
め
、市
民

の
す
べ
て
が
人
権
尊
重
、ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
障
害
者

が
健
常
者
と
共
に
社
会
の
中
で

生
活
す
る
）の
精
神
に
従
っ
て

互
い
に
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、こ
の
項
目
で
は
次
の

重
点
事
項
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。

⑴「
地
域
医
療
の
充
実
」に
向
け
、

　
引
き
続
き
研
究
・
検
討
を
行

　
い
ま
す

⑵「
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
」を

　
支
援
し
ま
す

⑶「
介
護
保
険
制
度
・
保
健
事

　
業
」を
着
実
に
推
進
し
ま
す

⑷「
台
風
９
号
の
災
害
復
旧
」に

　
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

⑸「
防
災
体
制
」を
強
化
し
ま
す

⑹「
地
域
福
祉
基
金
」を
効
果
的

　
に
運
用
し
ま
す

⑺「
障
害
者
相
談
支
援
事
業
」を

　
強
化
し
ま
す

⑻「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ

　
タ
ル
化
対
応
」を
進
め
ま
す

⑼「
効
率
的
な
ア
コ
バ
ス
」の
運

　
営
を
検
討
し
ま
す

⑽「
恒
久
平
和
、人
権
尊
重
」の

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

⑾「
女
性
の
声
を
市
政
に
反
映
」

　
し
、優
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　
づ
く
り
を
進
め
ま
す

　
市
制
発
足
か
ら
　
年
が
経
過

１５

す
る
平
成
　
年
度
か
ら
は
普
通

３３

交
付
税
が
減
り
、一
般
財
源
が

大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。こ
の
対
応
が
今
後

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
と
ら

え
、行
財
政
改
革
を
積
極
的
に

進
め
ま
す
。

①
基
金
問
題
の
対
応

　「
仕
組
み
債
・
金
銭
信
託
」に

つ
い
て
は
現
在
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、客
観
的
に
見
て
も
、

そ
の
運
用
割
合
が
高
い
こ
と
や
、

最
も
確
実
で
有
利
な
商
品
と
は

判
断
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、市
が

昨
年
４
月
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ

の
内
容
は
撤
回
し
、弁
護
士
等

の
調
査
結
果
も
踏
ま
え
て
、改

め
て
事
実
内
容
を
市
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
、市
と
し
て
の

説
明
責
任
を
果
た
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、運
用
中
の
基
金
の
あ

り
よ
う
に
つ
い
て
も
、弁
護
士

等
の
専
門
的
知
識
、市
議
会
の

ご
指
導
、ご
助
言
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、市
と
し
て
の
対
応
を

見
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
な
お
、当
面
は
各
基
金
間
で

の
繰
替
運
用
を
行
わ
ず
、執
行

　
を
目
指
し
、
支
所
の
視
点
か
ら

　
創
意
工
夫
と
新
た
な
発
想
で
、

　
活
力
・
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ

　
く
り
を
行
い
ま
す
。

予
算
額
 ２
０
０
万
円

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
　

　
Ｊ
Ｒ
和
田
山
駅
周
辺
の
交
通
ネ

　
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、に
ぎ

　
わ
い
と
ゆ
と
り
が
感
じ
ら
れ
る

　
街
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

予
算
額
１
億
２
，
０
６
０
万
円

生
野
鉱
山
文
化
的
景
観
保
護
推

　
進
事
業
　
生
野
鉱
山
と
鉱
山
ま

　
ち
の
文
化
的
景
観
の
保
存
活
用

地
域
医
療
の
充
実
　
朝
来
市
の
地
域
医
療
の
あ
り
方
を
調
査
・

　
検
討
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  予
算
額
４
９
８
万
円

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
図
る
観
点

　
か
ら
、補
助
金
を
増
額
し
、
組
織
の
活
性
化
と
元
気
で
生
き
が
い

　
の
感
じ
ら
れ
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

予
算
額
 １
，６
１
８
万
円

台
風
９
号
の
災
害
復
旧
　
台
風

　
９
号
災
害
の
復
旧
工
事
を
進
め

　
ま
す
。特
に
災
害
に
強
い
山
を

　
目
指
す
と
共
に
、河
川
沿
い
な

　
ど
の
倒
木
な
ど
を
処
理
し
ま
す
。

予
算
額
 ５
億
８
，６
８
９
万
円

防
災
体
制
の
強
化
　
自
主
防
災

　
組
織
の
充
実
を
推
進
す
る
観
点

　
か
ら
防
災
器
具
の
購
入
に
新
た

　
な
支
援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

　
の
流
行
に
対
応
し
た
資
材
の
　

　
計
画
の
策
定
と
啓
発
事
業
を
行
い
、世
界
遺
産
の
登
録
を
目
指

　
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
予
算
額
 ３
３
１
万
円

昨年１０月に発足した朝来市女性団体
ネットワーク

平成２２年度の施政運営方針と予算

市
民
生
活
・
高
齢
者
に
安
心

市
民
生
活
・
高
齢
者
に
安
心
をを

平成１８年１月に運行を開始した朝来市コ
ミュニティバス「アコバス」

生
野
町
口
銀
谷
の
町
並
み

台風９号豪雨の被害か所の復旧作業の様子
（写真は神子畑川沿岸の市道）

行
財
政
改
革
等
の
取
り
組

行
財
政
改
革
等
の
取
り
組
みみ



平成２２年４月平成２２年４月号号５

可
能
な
財
源
を
持
っ
て
財
政
運

用
に
努
め
ま
す
。

②
新
庁
舎
建
設

　
今
日
ま
で
当
初
　
億
円
を
超

４０

え
る
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
研
究
・
検
討
さ
れ
て
き
た
も

の
で
す
が
、そ
の
投
資
額
を
可

能
な
限
り
抑
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。一
方
で
、財
源

に
は
合
併
特
例
債
を
有
効
に
活

用
し
、市
民
負
担
の
軽
減
を
図

り
た
い
と
の
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
に
は
建
設
に
つ
い
て

の
一
定
の
方
向
付
け
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③「
行
財
政
改
革
」の
一
層

　
の
推
進

・
行
財
政
改
革
…
行
財
政
改
革

　
推
進
委
員
会
を
開
催
し
て
、

　
第
２
次
朝
来
市
行
財
政
改
革

　
大
綱
の
策
定
に
向
け
た
作
業

　
を
進
め
ま
す
。

・
行
政
評
価
…
事
務
事
業
の
見

　
直
し
を
行
う
た
め
に
、事
務

　
事
業
の
外
部
評
価
を
導
入
し

　
ま
す
。評
価
結
果
は
、可
能
な

　
限
り
後
年
予
算
に
反
映
で
き

　
る
よ
う
に
、行
政
マ
ネ
ジ
メ

　
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図

　
っ
て
い
き
ま
す
。

・
組
織
改
編
の
検
討
…
行
政
組

　
織
に
お
け
る
市
民
生
活
へ
の

　
機
動
性
の
発
揮
や
長
期
的
視

　
点
に
立
っ
た
市
の
政
策
戦
略

　
の
構
築
を
目
的
に
、大
幅
な

　
組
織
改
編
を
検
討
し
ま
す
。

④「
養
父
市
と
の
共
同
事

　
務
処
理
」の
推
進

　
現
在
、建
設
中
の
ご
み
処
理

施
設
や
今
年
度
か
ら
一
元
化
し

た
農
業
共
済
事
業
な
ど
、養
父

市
と
の
事
務
処
理
の
共
同
化
を

進
め
て
い
ま
す
。今
後
も
、更
な

る
行
政
の
効
率
化
、行
政
経
費

の
削
減
を
目
指
し
、副
市
長
を

ト
ッ
プ
に
事
務
・
事
業
の
共
同

化
の
調
査
・
研
究
を
進
め
、平
成

　
年
度
か
ら
は
現
在
以
上
の
共

２３同
事
務
化
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
市
制
５
周
年
記
念
事
業

　
朝
来
市
誕
生
５
周
年
を
記
念

し
て
、６
月
　
日
に「
市
制
５
周

２７

年
記
念
式
典
」を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、市
が
行
う
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
に
は「
市
制
５
周
年
記

念
事
業
」と
し
て
の
冠
を
つ
け
、

年
間
を
通
じ
５
周
年
を
祝
い
ま

す
。併
せ
て
、和
田
山
町
と
ア
メ

リ
カ
・
ニ
ュ
ー
バ
ー
グ
市
が
締

結
し
て
い
た
姉
妹
都
市
宣
言
に

つ
い
て
、朝
来
市
と
し
て
の
あ

り
方
を
検
討
し
、早
期
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
制
定
し
た「
自
治
基
本

条
例
」「
市
民
憲
章
」の
精
神
に

従
っ
て
、一
人
ひ
と
り
が
互
い

に
相
手
を
思
い
や
り
、大
切
に

す
る
人
権
尊
重
の
心
を
持
ち
、

そ
の
上
で
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
、自

ら
考
え
行
動
し
、共
に
助
け
合

い
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。　

　
わ
た
し
は
、こ
れ
か
ら
の
社

会
情
勢
を
的
確
に
と
ら
え
、

し
っ
か
り
と
し
た
将
来
像
を
見

据
え
る
と
と
も
に
市
民
目
線
に

立
っ
て
市
民
と
行
政
の
信
頼
を

深
め
、市
民
の
皆
様
が
夢
と
希

望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
朝
来
市

の
実
現
に
向
け
、職
員
を
し
っ

か
り
と
指
揮
監
督
し
、議
会
の

皆
様
と
と
も
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
　
投
資
額
を
可
能
な
限
り
抑
え
、
新
年
度
内
に
一

　
定
の
方
向
付
け
を
行
い
ま
す
。
　
　
   予
算
額
 ２
，０
１
０
万
円

行
財
政
改
革
　
第
２
次
朝
来
市
行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定
を
進

　
め
ま
す
。行
政
評
価
に
、
事
務
事
業
の
外
部
評
価
を
導
入
し
ま
す
。

予
算
額
 １
８
１
万
円

養
父
市
と
の
共
同
事
務
　
副
市
長
を
ト
ッ
プ
に
、事
務
・
事
業
の

　
共
同
化
の
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

市
制
施
行
５
周
年
記
念
事
業
　
市
制
施
行
５
周
年
を
記
念
し
て
、

　
記
念
式
典
を
６
月
　
日
に
開
催
し
ま
す
。

２７

予
算
額
 ２
２
８
万
円

　
備
蓄
に
も
努
め
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
 予
算
額
 ３
０
０
万
円

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

　
ビ
セ
ン
タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
工
事
が
平
成
　
年
度
に
終
了

２１

　
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
高
画
質
な
映
像
を
視
聴
す
る
た
め
の

　
Ｓ
Ｔ
Ｂ（
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
）
装
置
の
市
民
向
け
貸
与
を

　
始
め
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  予
算
額
２
１
０
万
円

ア
コ
バ
ス
の
運
行
　
路
線
に
大
き
な
利
用
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
投
資
と
効
果
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、
利
用
実
態
や
全
般
的
な

　
制
度
の
あ
り
方
な
ど
を
十
分
に
議
論
し
な
が
ら
、よ
り
よ
い
制

　
度
に
な
る
よ
う
、今
後
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

予
算
額
 ５
，８
８
２
万
円

地
域
福
祉
基
金
運
用
事
業
　
高
齢
者
福
祉
の
増
進
と
、民
間
福

　
祉
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、在
宅
福
祉
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

予
算
額
 ３
３
２
万
円

障
害
者
自
立
支
援
特
別
事
業
　
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
に

　
移
行
で
き
な
い
事
業
者
な
ど
に
対
し
、移
行
な
ど
に
か
か
る
経

　
費
を
支
援
し
、新
制
度
の
円
滑
な
運
営
を
図
り
ま
す
。　

予
算
額
 ４
３
０
万
円

人
権
啓
発
事
業
　
人
権
意
識
の
調
査
を
行
い
、
人
権
尊
重
の
ま

　
ち
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
な
ど
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

予
算
額
４
１
３
万
円

南
但
ご
み
処
理
広
域
化
事
業
　
南
但
ご
み
処
理
広
域
化
事
業
の

　
推
進
を
図
り
ま
す
。  　
　
　
　
　
  予
算
額
 ３
億
９
３
３
万
円

施政方針を述べる多次市長

夢
と
希
望
を
持
っ
て
暮
ら

夢
と
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せせ

る
朝
来
市
の
実
現
に
向
け

る
朝
来
市
の
実
現
に
向
け
てて

朝来市と養父市の２市で構成す
る南但広域行政事務組合（養父市
堀畑）。今年度からは農業共済事
業の事務を共同化しました

行
財
政
改
革
等
の
取
り
組

行
財
政
改
革
等
の
取
り
組
みみ



広報 朝朝来来 ６

納めていた
だく市税
１３１，３２８円

固定資産固定資産税税

８４，２７１８４，２７１円円

市民市民税税

４０，５３６４０，５３６円円

市たばこ市たばこ税税

４，１０２円

軽自動車税

２，１９９円

入湯税

２２０円

使われる予定のお金   ５４２，６６３円

市民一人当たりでは市民一人当たりでは……
（平成２２年１月末現在の人口 ３４，１２８人（平成２２年１月末現在の人口　３４，１２８人））

▼

性
質
別
（
経
済
的
性
質
に
よ
る
分
類
）

公債公債費費

１０１０９９，，９６３９６３円円

人件人件費費

１０１０４４，，５８５５８５円円

物件費

９２，８５５円

補助費補助費等等

６６９９，，０７５０７５円円

扶助扶助費費

５５，２４６円

操出金

５１，５７１円

普通建設事業費

３３，２１３円

その他
２２６６，，１５１５５５円円

▼

目
的
別
（
仕
事
の
内
容
に
よ
る
分
類
）

高齢者や児童など高齢者や児童などにに
対する福祉の充実対する福祉の充実にに

１１１１６６，，１１６１１６円円

借入借入金金（借金（借金））
の返済の返済にに

１０１０９９，，９６３９６３円円

市役所やケーブル市役所やケーブルテテ
レビの運営などレビの運営などにに

８８４４，，１１３１１３円円

ごみ処理やごみ処理や検検
診事業など診事業などにに

５５５５，，２５５２５５円円

学校や生涯学学校や生涯学習習
など教育振興など教育振興にに

４４７７，，５１７５１７円円

道路や公園の道路や公園の維維
持・建設など持・建設などにに

４４６６，，５２７５２７円円

そのその他他
８８３３，，１７１７２２円円

　
一
般
会
計
は
、高
齢
者
や
児

童
の
福
祉
、小
・
中
学
校
や
生
涯

学
習
の
振
興
、道
路
の
整
備
、ご

み
処
理
な
ど
市
の
主
な
仕
事
に

使
わ
れ
る
会
計
で
、市
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
大
部
分
を
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
予

２２

算
は
１
８
５
億
２
，
０
０
０
万

円
。前
年
度
当
初
予
算
額
１
６

８
億
１
，６
０
０
万
円
と
比
較

し
て
約
　
億
円（
　
・
１
％
）
と

１７

１０

大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。し
か

し
、前
年
度
の
当
初
予
算
は
骨

格
予
算
で
あ
っ
た
た
め
、同
じ

基
準
と
な
る
昨
年
６
月
議
会
後

の
肉
付
け
後
の
実
質
的
な
当
初

予
算
額
１
７
９
億
１
，９
５
０

万
円（
肉
付
け
後
予
算
額
１
８

７
億
３
，１
０
０
万
円
か
ら
国

の
平
成
　
年
度
補
正
予
算
に
対

２１

応
し
た
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
対
応
分
等
の
８
億
１
，
１

５
０
万
円
を
差
し
引
い
た
額
）

と
比
較
す
る
と
６
億
０
５
０
万

円（
３
・
4
％
）の
増
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
予
算
規
模
を
大

き
く
し
た
目
的
は
、市
内
で
心

配
さ
れ
る
景
気
動
向
に
配
慮
し
、

景
気
対
策
と
し
て
の
実
効
性
を

考
慮
し
た
た
め
で
す
。

◎
歳
入

・
市
税
は
、景
気
の
落
ち
込
み

　
に
よ
り
法
人
市
民
税
、固
定

　
資
産
税
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

・
地
方
交
付
税
は
、地
方
財
政

　
計
画
に
基
づ
き
前
年
度
と
比

　
較
し
て
、率
で
５
・
６

㌫
、金

　
額
で
３
億
５
，
０
０
０
万
円

　
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◎
歳
出

・
人
件
費
は
、朝
来
市
定
員
適

　
正
化
計
画
（
適
正
な
職
員
数

　
の
目
標
数
値
を
定
め
、事
務

　
事
業
の
見
直
し
や
委
託
化
の

　
推
進
な
ど
で
人
件
費
の
適
正

　
化
を
図
り
、行
財
政
改
革
を

　
推
進
す
る
た
め
の
計
画
）を

　
上
回
る
職
員
数
の
減
に
な
っ

　
て
い
る
も
の
の
、退
職
に
伴

　
う
退
職
手
当
組
合
へ
の
負
担

　
金
が
増
加
す
る
た
め
、ほ
ぼ

　
前
年
度
に
同
額
に
な
っ
て
い

　
ま
す
。

・
扶
助
費
は
、子
ど
も
手
当
て

　
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と

　
な
ど
か
ら
、前
年
度
と
比
較

　
し
て
、率
で
　
・
１

㌫
、金
額

２１

　
で
３
億
２
，９
１
３
万
円
の

　
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
公
債
費
は
、前
年
度
ま
で
の

　
高
レ
ー
ト
の
起
債
の
繰
上
げ

　
償
還
が
終
了
し
た
も
の
の
、

　
合
併
特
例
債
な
ど
の
償
還
が

　
始
ま
る
た
め
、ほ
ぼ
前
年
度

　
並
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
公
共
投
資（
普
通
建
設
事
業
）

　
は
、
総
額
　
億
３
，３
５
１

１１

　
万
円
で
、前
年
度
と
比
較
し

　
て
１
４
６
・
７

㌫

の
増
額
に

　
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
予
算
の
概

平
成
　
年
度
予
算
の
概
要要

２２２２

一般会一般会計計予算額１８５億２，０００万 予算額１８５億２，０００万円円

市税の内訳

（一般会計歳入）

２８億７，６００万円固定資産税

１３億８，３４０万円市民税

１億４，０００万円市たばこ税

７，５０５万円軽自動車税

７５０万円入湯税

自
主
財
源（
　
・
１
％
）

３６

依
存
財
源（
　
・
９
％
）

６３

市税 ４４億８，１９５万円
（２４．２％）

諸収入 ８億５，１４８万円
（４．６％）

使用料及び手数料 
７億１，６００万円（３．９％）

その他 ６億１，３９５万円
（３．４％）

地方交付税 ６５億５，０００万円
（３５．４％）

市債 １９億２，５８０万円
（１０．４％）

県支出金 １４億４，９１９万円
（７．８％）

国庫支出金
１２億３，１９３万円

（６．６％）

その他
６億９，９７０万円

（３．７％）

平成２２年度の施政運営方針と予算

一
般
会
計
予

一
般
会
計
予
算算
の
特
色

の
特
色



平成２２年４月平成２２年４月号号７

■会計別内訳

１８５億２，０００万円一般会計

９９億３９１万円特別会計等

６００万円住宅資金貸付事業

３４億４，６７０万円国民健康保険

１６０万円老人保健

３，０４０万円簡易水道事業

３１０万円と畜場

５，０９０万円宅地開発事業

１，１１０万円休日診療所

１２億８，１２０万円下水道事業

３３億２，７７０万円介護保険

４億２，４６０万円後期高齢者医療

１，３１０万円財産区

１３億１３３万円（企）水道事業

６１８万円（企）工業用水道事業

２８４億２，３９１万円合　計　

特別会計、企業会特別会計、企業会計計 予算額９９億３９１万 予算額９９億３９１万円円

　
特
別
会
計
は
、一
般
会
計
と

は
切
り
離
し
て
独
立
し
た
予
算

で
行
う
会
計
の
こ
と
。
市
で
は
、

　
の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま

１１す
。
　
一
方
、企
業
会
計
は
、
地
方
公

営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
も

の
で
、特
定
の
事
業
の
収
入
で

そ
の
事
業
の
支
出
を
ま
か
な
う

独
立
採
算
性
を
と
る
会
計
の
こ

と
で
す
。

　
平
成
　
年
度
の
特
別
会
計
と

２２

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総

額
は
　
億
３
９
１
万
円
で
、昨

９９

年
度
に
比
べ
０
・
２

㌫

の
減
に

な
っ
て
い
ま
す
。

平成２２年度の施政運営方針と予算

　市の基金には、予期しない収入不足や災害など緊急的な支払いに対応する

「財政調整基金」や借金の返済を計画的に進めるための「減債基金」、まちづく

りや福祉など特定の目的のための基金などがあります。平成２２年度末には、

それぞれ４３億１，７３３万円、２億８５１万円、４４億５，４８６万円となる見込みです。

　一方、市債の平成２１年度末の残高は、３２０億９，４３９万円になる見込みですが、

平成２２年度末には３０７億８，５４８万円と１３億８９１万円減少する見込みです。

■市債現在高の状況

３２０億９，４３９万円平成２１年度末残高見込額

１９億２，５８０万円平成２２年度市債発行予定額

３２億３，４７１万円平成２２年度元金償還見込額

３０７億８，５４８万円平成２２年度末残高見込額

９０万２，０５９円市民一人当たり

※一般会計

■基金の状況　　  

４３億１，７３３万円財政調整基金

２億８５１万円減債基金

４４億５，４８６万円その他特定目的基金

８９億８，０７０万円合計

２６万３，１４８円市民一人当たり

※一般会計・平成２２年度末見込み

市 債 と 基 金 の 状市 債 と 基 金 の 状 況況

（一般会計歳出）
（目的別）（性質別）

 民生費
３９億６，２７９万円

（２１．４％）

 公債費
３７億５，２８２万円

（２０．３％）

 総務費
２８億７，０６２万円

（１５．５％）

 衛生費
１８億８，５７４万円

（１０．２％）

消
費
的
経
費（
　
・
６
％
）

５９

そ
の
他（
　
・
８
％
）

３２

人件費　３５億６，９２６万円
（１９．３％）

物件費　３１億６，８９６万円
（１７．１％）

補助費等
２３億５，７３８万円（１２．７％）

 扶助費　１８億８，５４２万円
（１０．２％）

 維持補修費　５，４２７万円
（０．３％）

 普通建設事業
 １１億３，３５１万円 　（６．１％）

 災害復旧
２億７，５００万円   　（１．５％）

 公債費　３７億５，２８１万円
（２０．３％）

 操出金　１７億６，００３万円
（９．５％）

 教育費
１６億２，１６７万円

（８．８％）

 土木費
１５億８，７８７万円

（８．６％）

 その他
２８億３，８４９万円

（１５．２％）

 積立金　２億１，３３９万円
（１．２％）

 その他　３億４，９９７万円
（１．８％）

投
資
的
経
費（
７
・
６
％
）

特
別
会
計
と
企
業
会

特
別
会
計
と
企
業
会
計計



　
奈
良
時
代
に
は
、国
家
の
政
策

や
意
思
を
す
ば
や
く
地
方
に
伝
え

る
た
め
、全
国
的
に
道
路
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
道
沿
い
の
約

　

㌔

ご
と
に
、人
や
馬
の
供
給
地

１５点
と
し
て
、情
報
伝
達
の
施
設
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
施
設
を

 駅
家
 と
い
い
ま
す
。

う

ま

や

　
但
馬
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は

「
山
陰
道
」。そ
の
位
置
は
、朝
来
市

山
東
町
と
丹
波
市
の
境
に
あ
る
遠

阪
峠
を
越
え
、現
在
の
国
道
４
２

７
号
に
沿
っ
た
ル
ー
ト
を
経
て
、

お
お
む
ね
現
在
の
国
道
９
号
に

沿
っ
た
旧
道
が
「
山
陰
道
」に
近
い

ル
ー
ト
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
平
安
時
代
に
作
成
さ
れ
た『
 延
 

え
ん

 喜
  式
 』と
い
う
書
物
が
あ
り
ま
す
。

ぎ
 

し
き

西
暦
９
６
７
年
に
施
行
さ
れ
た
法

律
書
で
す
が
、そ
れ
に
よ
る
と
、但

馬
に
は
７
つ
の
駅
が
置
か
れ
て
い

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

こ
の『
延
喜
式
』に
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
１
２
７
年
前
、西
暦
８
４
０
年

に
施
行
さ
れ
た
『
日
本
後
記
』と
い

う
歴
史
書
に
よ
れ
ば
、大
同
３
年

（
西
暦
８
０
８
年
）
の
こ
と
と
し
て

「
但
馬
国
の
３
駅
を
廃
す
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
西
暦
８
０

８
年
以
前
に
は
但
馬
に
は
　
か
所

１０

の
駅
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。こ
の
廃
止
さ
れ
た
３

駅
の
う
ち
、駅
名
が
分
か
っ
て
い

る
も
の
と
し
て
、「
高
田
駅
」が
あ

り
ま
す
。

　
正
倉
院
に
収
め
ら
れ
て
い
る
資

料
に
、天
平
勝
宝
９
年（
西
暦
７
５

７
年
）の
記
年
銘
が
あ
る「
 鳥
  兜
 

と
り
 
か
ぶ
と

 下
  貼
  反
  故
  文
  書
 」
が
あ
り
ま
す
。雅

し
た
 
ば
り
 

ほ
 

ご
 

も
ん
 
じ
ょ

楽
に
使
う
絹
の
 被
 り
物
の
背
面
に
、

か
ぶ

広報 朝朝来来 ８

 緋
 あ
し
ぎ
ぬ
の
鳥
兜
下
貼
反
故
文
書

ひ
（
写
真
提
供
…
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
）

市政フラッシ市政フラッシュュ

高田の駅家はどこに高田の駅家はどこに？？

第２９回

市市
　
市
は
３
月
７
日
、あ
さ
ご
・
さ
さ
ゆ

り
ホ
ー
ル
で「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
。平
成
　
年
度

２１

の
地
域
自
治
協
議
会
の
活
動
報
告
会

と
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
最

高
規
範
に
位
置
付
け
ら
れ
る「
自
治

基
本
条
例
」に
つ
い
て
の
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
活
動
報
告
会
で
は
、大
蔵
と
梁
瀬

の
２
地
域
の
協
議
会
が
平
成
　
年
度

２１

の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
大
蔵
地
域
は
、地
域
内
の
各
区
の

見
ど
こ
ろ
を
集
め
た「
ふ
る
さ
と
大

蔵
お
宝
マ
ッ
プ
」の
作
成
な
ど
、地
元

地
域
に
密
着
し
た
取
り
組
み
を
発
表
。

梁
瀬
地
域
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
の
検
討
な
ど
地
域
の
自
立
に
向

け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う

協協
　
市
は
３
月
７
日
、あ
さ
ご
芸
術
の

森
美
術
館
で「
～
朝
来
か
ら
の
風
～

朝
展
２
０
１
０
」の
表
彰
式
を
開
き

ま
し
た
。

　
同
展
は
高
校
生
以
上
を
対
象
に
、

絵
画
、立
体
、書
・
画
、写
真
の
４
部
門

で
募
集
。５
回
目
の
開
催
に
な
る
今

回
は
、県
内
外
か
ら
過
去
最
高
の
百

　
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。2
月

８０に
行
わ
れ
た
審
査
の
結
果
、そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
の
入
賞
、入
選
作
品
が
決

定
。中
で
も
書
・
画
部
門
の
大
賞
作
品

「
万
事
荘
生
夢
」の
作
者
は
、八
鹿
高

校
３
年
生
の
足
立
匠
さ
ん（
小
田
和

区
）。「
若
々
し
い
勢
い
が
あ
り
、す
が

す
が
し
さ
も
感
じ
る
。ま
た
、線
の
中

に
立
体
感
を
持
ち
、日
々
の
鍛
錬
を

感
じ
さ
せ
る
」点
が
評
価
さ
れ
て
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

展
２
０
１
０
の
大
賞
作
品
決
ま
る

朝朝

活動内容を発表する大蔵地区地域自治協議
会の代表

書・画部門で大賞を受賞した足立さんとそ
の作品「万事荘生夢」



市市
　
市
教
育
委
員
会
は
、和
田
山
町
高

田
に
あ
る「
高
田
遺
跡
」の
発
掘
調
査

で
、弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か

け
て
の
住
居
跡
な
ど
を
多
数
確
認
し

ま
し
た
。

　
確
認
さ
れ
た
遺
構
は
、弥
生
時
代

後
期
か
ら
古
墳
時
代
初
め
の
竪
穴
住

居
　
棟
、飛
鳥
時
代
の
溝
、奈
良
時
代

１１
の
掘
立
柱
建
物
７
棟
、平
安
時
代
の

溝
や
堀
、炉
の
跡
な
ど
。ま
た
、弥
生

土
器
や
須
恵
器（
土
器
の
一
種
）の
破

片
も
多
数
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
か
ら
、弥
生
時
代
後

期
か
ら
中
世
ま
で
の
間
は
、整
地
や

建
て
替
え
を
行
い
な
が
ら
利
用
し
続

け
た
複
合
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

田
遺
跡
で
弥
生
～
平
安
時
代
の
住
居
跡
を
確
認

高高　
市
教
育
委
員
会
は
２
月
　
日
、市

２４

役
所
本
庁
舎
で
朝
来
市
次
世
代
育
成

支
援
地
域
行
動
計
画
策
定
委
員
会

（
藤
井
義
正
委
員
長
）か
ら
同
計
画
案

（
後
期
計
画
）の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
後
期
計
画
は「
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
」に
基
づ
き
、国
で

定
め
た
行
動
計
画
策
定
指
針
を
踏
ま

え
て
策
定
す
る
も
の
で
計
画
期
間
は

平
成
　
年
度
～
平
成
　
年
度
。前
期

２２

２６

計
画（
平
成
　
年
度
～
　
年
度
）の
進

１７

２１

ち
ょ
く
状
況
や
社
会
情
勢
、市
民
の

ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
て
、「
地
域
の

子
育
て
支
援
」や「
親
子
の
健
康
確
保

と
増
進
」「
教
育
環
境
の
整
備
」な
ど

総
合
的
に
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め

の
施
策
を
体
系
化
し
て
い
ま
す
。

世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
の
答
申
を
受
け
る

次次

高田遺跡で発掘された平安時代の掘立柱建物の柱
跡

多次市長（右）に答申書を提出する藤井会長（左）と
下村清副会長

平成２２年４月平成２２年４月号号９

不
要
と
な
っ
た
文
書
が
下
貼
り
と

し
て
再
利
用
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、

そ
の
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内

容
中
に
、「
高
田
駅
家
」の
文
字
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の「
高
田
駅
」の「
高
田
」と
は
、

但
馬
国
府
や
国
分
寺
が
置
か
れ
た

気
多
郡
高
田
郷（
豊
岡
市
日
高
町

東
部
）と
い
う
説
が
最
も
有
力
な

の
で
す
が
…
。

　
高
田
駅
は
円
山
川
水
運
を
利
用

し
た「
水
駅
」の
可
能
性
も
推
定
さ

れ
ま
す
。ま
た
、文
書
中
に
は
、「
 牧
 

ひ
ら

 田
  連
  麻
  呂
 」と
い
う
興
味
深
い
人

た
 
む
ら
じ
 
ま
 

ろ

名
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。「
牧
田
」

は
和
田
山
町
枚
田

を
中
心
と
し
た

「
牧
田
郷
」に
も
通

じ
ま
す
。

　
最
近
、右
岸
道

路
沿
い
の
高
田
遺

跡
が
発
掘
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報

が
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。水
運
の
利

用
が
容
易
で
あ
る

立
地
条
件
。奈
良

時
代
に
は
人
が
活

動
し
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
、ま

た
、 硯
 や
高
級
陶
器
な
ど
の
出
土

す
ず
り

と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
 鍛
  冶
 炉
跡

か
 

じ

の
存
在
は
、通
常
集
落
で
は
な
い

特
殊
な
遺
跡
で
あ
る
と
想
定
で
き

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
高
田

駅
」の
置
か
れ
た
地
は
、和
田
山
町

高
田
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
よ
う
な
歴
史
資

料
や
遺
跡
に
触
れ
、は
る
か
古
代

の
朝
来
の
姿
を
想
像
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

高
田
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
建
物
跡



　
生
野
ま
ち
づ
く
り
工
房
井
筒
屋
運

営
委
員
会
は
３
月
３
日
か
ら
７
日
の

５
日
間
、生
野
町
内
で「
銀
谷
の
ひ
な

祭
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
７
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
は
、

Ｊ
Ｒ
生
野
駅
周
辺
か
ら
史
跡
生
野
銀

山
ま
で
の
民
家
や
商
店
な
ど
約
百
　５０

軒
が
ひ
な
人
形
を
飾
り
ま
し
た
。展

示
さ
れ
た
ひ
な
人
形
は
、昔
な
が
ら

の
お
ひ
な
様
や
か
わ
り
び
な
な
ど
さ

ま
ざ
ま
。期
間
中
は
、た
く
さ
ん
の
人

が
銀
山
町
を
散
策
し
な
が
ら
、き
れ

い
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
お
ひ
な
様
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
久
留
引
の
熊
野
神
社
で
３
月
　
日
、

２０

「
百
手
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
約
６
百
年
前
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
こ
の
祭
り
は
、裏
側
に「
鬼
」と

書
か
れ
た
５
つ
の
的
を
弓
矢
で
射
抜

き
、厄
払
い
や
豊
作
を
願
う
も
の
。ま

た
、早
く
的
に
当
た
る
と
そ
の
年
は

豊
作
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、氏
子
や
同
地
区
の
男
性

　
人
が
射
手
と
し
て
参
加
。同
神
社

１９の
境
内
に
あ
る
 籠
 堂
か
ら
約
　
㍍
先

こ
も
り

２０

の
木
の
根
元
に
据
え
ら
れ
た
的
に
向

か
っ
て
矢
を
放
ち
、次
々
と
射
抜
い

て
い
き
ま
し
た
。

銀
山
町
を
に
ぎ
わ
す
ひ
な
飾
り
、華
や
か

銀
山
町
を
に
ぎ
わ
す
ひ
な
飾
り
、華
や
か
にに

放
つ
矢
に
厄
よ
け
と
豊
作
願

放
つ
矢
に
厄
よ
け
と
豊
作
願
うう

　
３
月
　
日
、山
の
教
室
の
平
成
　

１３

２１

年
度
最
後
の
活
動
と
閉
講
式
が
室
尾

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、和

田
山
町
内
の
　
人
の
子
ど
も
た
ち
が

３３

参
加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
時
折
冷
た
い
風
の

吹
く
中
、同
セ
ン
タ
ー
登
山
道
の
遊

歩
道
づ
く
り
や
ど
ん
ぐ
り
の
植
栽
、

じ
ゃ
が
い
も
の
植
え
付
け
な
ど
に
取

り
組
み
ま
し
た
。作
業
の
合
間
の
昼

食
で
は
、で
き
た
て
の
あ
っ
た
か
な

べ
と
焼
き
イ
モ
に
舌
鼓
。特
に
あ
つ

あ
つ
の
焼
き
イ
モ
は
大
好
評
で
、ホ

ク
ホ
ク
顔
で「
甘
く
て
お
い
し
い
ね
」

と
言
い
な
が
ら
、口
い
っ
ぱ
い
に
ほ

お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
　
日
、
市
体
育
指
導
委
員
会

１４

が
山
東
体
育
館
で
開
い
た「
親
子
健

康
教
室
」
に
、市
内
の
親
子
連
れ
な
ど

８
組
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

２４

　
こ
の
教
室
は
、遊
び
な
が
ら
体
を

動
か
す
こ
と
で
、運
動
好
き
な
子
ど

も
を
育
て
る
こ
と
が
目
的
。参
加
者

は
、フ
ラ
フ
ー
プ
な
ど
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
で
体
育
館
内
を
走
り
回
っ
た

り
、エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
を
取
り
入
れ
た
「
ト
ラ
ン
ポ
・
ロ

ビ
ッ
ク
ス
」を
し
た
り
し
て
、汗
い
っ

ぱ
い
に
な
り
な
が
ら
全
員
で
楽
し
く

体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

跳
ん
だ
り
走
っ
た
り
、体
を
動
か
す「
遊
び
」を
楽
し

跳
ん
だ
り
走
っ
た
り
、体
を
動
か
す「
遊
び
」を
楽
し
むむ 甘くて香ばしい焼きイモに思わず笑顔

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

真剣なまなざしで狙いを定める射手の男性

寒
空
の
下
、ホ
ク
ホ
ク
の
焼
き
イ
モ
に
舌

寒
空
の
下
、ホ
ク
ホ
ク
の
焼
き
イ
モ
に
舌
鼓鼓

井筒屋に飾られたひな飾り

ミニトランポリンを使った運動を楽しむ参加者

広報 朝朝来来 １０



建

懸

憲

拳
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剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣

剣
剣
剣
剣
剣
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剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣

柳原区「むらつくり」ウオーキング
の会の皆さん

　
朝
来
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
は
３
月
　
日
、和
田
山
町
寺

１５

谷
の
日
本
健
康
倶
楽
部
和
田
山
診
療

所
で
地
元
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理

の
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、同
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
　
人
が
集
ま
り
、「
黒
大
豆
の
れ

３１

ん
げ
寿
司
」や「
米
粉
団
子
」、「
米
粉

の
黒
大
豆
ギ
ョ
ー
ザ
」な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
郷
土
料
理
６
品
を

調
理
。ま
た
、今
年
は
岩
津
ね
ぎ
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た「
ね
ぎ
と
サ
ー
モ
ン
の
オ
ー
ド
ブ

ル
」な
ど
も
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、出
来
上

が
っ
た
料
理
を
試
食
し
な
が
ら
料
理

ご
と
の
説
明
や
新
た
な
ア
イ
デ
ア
な

ど
の
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

ど
れ
も
お
い
し
い

ど
れ
も
お
い
し
い
！！
郷
土
の
料
理
が
ず
ら

郷
土
の
料
理
が
ず
ら
りり

　
生
野
小
学
校
の
児
童
５
人
が
３
月

　
日
、円
山
川
で
サ
ケ
の
稚
魚
約
２

１６百
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、昨
年
　
月
に
岸
田
川

１２

漁
協
か
ら
サ
ケ
の
発
眼
卵
約
３
百
粒

を
譲
り
受
け
、校
内
に
設
置
し
た
水

槽
で
飼
育
。児
童
ら
が
交
代
で
卵
や

ふ
化
し
た
て
の
稚
魚
の
様
子
を
観
察
、

記
録
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、全
校
を
代
表
し
て
５

人
の
児
童
が
、約
３

㌢

ま
で
育
っ
た

サ
ケ
の
稚
魚
を「
大
き
く
な
っ
て

帰
っ
て
お
い
で
」と
声
を
か
け
な
が

ら
放
流
し
ま
し
た
。

　
市
民
と
市
内
に
住
む
外
国
人
と
の

交
流
会「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
　
あ
さ
ご
」が
３
月
　

in

１３

日
、
和
田
山
ジ
ュ
ピ
ー
タ
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
５
か
国
　
人
の
外
国
人
の

１３

皆
さ
ん
と
　
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

１６

計
　
人
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

２９
　
会
で
は
、市
の
紹
介
ビ
デ
オ
を
見

た
後
、参
加
者
が
一
人
ず
つ
自
己
紹

介
を
行
い
交
流
が
ス
タ
ー
ト
。ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
、日

本
語
や
英
語
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
談

笑
し
た
り
し
て
親
睦
を
図
っ
て
い
ま

し
た
。

言
葉
や
国
は
違
っ
て
も
笑
顔
は
万
国
共

言
葉
や
国
は
違
っ
て
も
笑
顔
は
万
国
共
通通

水の流れの緩やかな場所を選んでサケの稚魚を放
流する生野小児童

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

「
大
き
く
な
っ
て
戻
っ
て
来
て
ね
」と
サ
ケ
放

「
大
き
く
な
っ
て
戻
っ
て
来
て
ね
」と
サ
ケ
放
流流

　柳原区「むらつくり」ウオーキングの会（代表：

柳原区長 衣川莞爾さん）が平成２１年度「ひょう

ご地域安全まちづくり活動賞」を受賞しました。

　同グループは、安心安全な地域と美しい環境

づくりや地域住民の協力・連帯意識の確立を目

指して、平成１７年５月に防犯活動グループとし

て設立。健康づくりを兼ねて地域内を歩く防犯

柳原区「むらつくり」ウオーキングの会が
「ひょうご地域安全まちづくり活動賞」を受賞

パトロールをメ

ンバーで交代し

て行っているほ

か、高齢者宅へ

の声かけや子ど

もたちの見守り

活動など、積極

的に地域安全ま

ちづくり活動を

展開してきたこ

とが評価されま

した。

Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所情報政策課　☎672-6111

違違違違違違違違違違違違違違違違違違

地元の特産品を使った料理や昔
からある家庭料理、新たに開発
された料理などがそろいました

交流会を楽しむ参加者

平成２２年４月平成２２年４月号号１１
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市
で
は
、
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
の
農
作
物
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

猟
友
会
朝
来
支
部
の
協
力

を
得
て
、
次
の
と
お
り
銃

器
に
よ
る
捕
獲
活
動
を
実

施
し
ま
す
。 

　
捕
獲
活
動
中
の
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

捕
獲
活
動
日
の
山
林
へ
の

立
ち
入
り
は
極
力
控
え
て

く
だ
さ
い
。
万
一
入
山
す

る
場
合
は
、
服
装
を
目
立

つ
も
の
に
す
る
な
ど
し
て

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
期
間
　
４
月
３
日

　
　
～
５
月
　
日
　

（土）

２３

（日）

※
土
曜
日
・
日
曜
日
の
み

▽
対
象
区
域
　
市
内
全
域

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
農
業
振
興
課

　
☎
６
７
２－

２
７
７
４

　
県
で
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
の
自
動
車
税
・
自
動

車
取
得
税
の
減
免
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
通
常
は
豊
岡
県
税
事
務

所
で
受
付
を
し
て
い
ま
す

が
、
次
の
日
程
で
臨
時
の

受
付
窓
口
を
設
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

▽
受
付
日
　
５
月
　
日
　

１８

（火）

　
／
５
月
　
日
　

１９

（水）

　
※
受
付
時
間
は
９
時
～

　
　
　
時
、　

時
～
　
時

１２

１３

１６

▽
場
所
　
県
和
田
山
庁
舎

　
１
０
１
会
議
室

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
豊
岡

　
県
税
事
務
所
課
税
第
１

　
課
　
☎
０
７
９
６
―
２
６
―
３
６
２
８

　
公
立
八
鹿
病
院
は
、
休

日
の
肺
が
ん
検
診
の
精
密

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
　

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

　
で
、
要
精
密
検
査
に
な

　
っ
た
人

・
医
療
機
関
で
、
Ｃ
Ｔ
検

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５ 情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

暮らしのお知らせ

※このページと次ページの最下段に掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課（☎６７２－６１１１）へ。

《倒産やリストラで失業された皆さん《倒産やリストラで失業された皆さんへへ》》

第４６第４６回回
のの保保国国 ひひ ろろ ばば

【重要なお知らせです】

■保険税の問い合わせ先　市役所税務課☎６７２－６１１９
■そのほかの問い合わせ先　市役所市民課☎６７２－６１２０

銃
器
に
よ
る
捕
獲
活
動
の

実
施

対象者　６５歳未満の非自発的失業者（６５歳以上の非

自発的失業者も別に軽減措置があります）／雇用

保険の「特定受給資格者」と「特定理由離職者」（雇

用保険受給資格者証の⑫離職理由欄のコードが

１１、１２、２１、２２、２３、３１、３２、３３、３４）

国保税の軽減対象期間　離職日の翌日の属する月か

らその翌年度末まで（平成２１年３月３１日～平成２２年３月

３０日に離職した人は、平成２２年度の保険税のみ軽減されます）

国保税の算定方法　前年の給与所得を３０／１００とし

て算定（対象になる所得は非自発的失業者の給与所得のみ）

軽減判定　同様に給与所得を３０／１００として算定と

して判定

高額療養費の負担区分　同様に給与所得を３０／１００

※低所得（住民税非課税）世帯の基準

　（３３万円＋（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）×３５万円）以下

高額療養費の適用期間　離職日の翌月から。適用終

期は離職日によって異なります。

手続きに必要なもの　国民健康保険資格異動届（市

役所市民課又は各支所地域振興課にあります）／

雇用保険受給資格者証／印鑑（認め）

手続きの場所　市役所市民課又は各支所地域振興課

（国保加入の際にも手続きできます）

障
害
の
あ
る
人
の
自
動
車

税
の
減
免
申
請

八
鹿
病
院
で
肺
が
ん
検
診

の
休
日
精
密
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す

大阪国税局・税務署

　未成年者の飲酒は、体や心の発達に悪影響を与えます。

お酒は２０歳になってからにしましょう。

　２０歳以上の年齢であることを確認できない場合は、

酒類を販売していません。

南但小売酒販組合

４月は未成年者飲酒防止強調月間です

未成年には絶対酒を売らない、買わせない

４月６日（火）～４月１５日（木）

「春の全国交通安全運動」　～子どもと高齢者の交通事故防止～

重点１　すべての座席のシートベ

　　　　ルトとチャイルドシート

　　　　の正しい着用の徹底

重点２　自転車の安全利用の推進

重点３　飲酒運転の根絶

重点４　夕暮れ時（日没前後）の交

　　　　通事故防止

朝来市交通安全対策協議会

　企業の倒産や解雇によって失業した人（非自発的

失業者）を対象に、国保税の軽減措置が開始されます。

また、高額療養費・高額介護合算療養費の負担区分も、

判定見直しの措置があります。



平成２２年４月平成２２年４月号号１３

　
査
を
指
示
さ
れ
た
人

　
※
呼
吸
困
難
や
 咳
嗽
 な

が

い

そ

う

　
　
ど
の
症
状
の
あ
る
人

　
　
は
、平
日
に
内
科（
呼

　
　
吸
器
）を
受
診
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
日
　
毎
月
第
４
土

　
曜
日（
午
後
）と
第
４
日

　
曜
日（
午
前
）

▽
診
察
時
間
　
第
４
土
曜

　
日
…
　
時
　
分
～
　
時

１３

３０

１６

　
／
第
４
日
曜
日
…
８
時

　
　
分
～
　
時

３０

１１

▽
定
員
　
各
５
人
程
度

※
さ
ら
に
精
密
検
査
が
必

　
要
な
場
合
は
、内
科（
呼

　
吸
器
）
の
予
約
を
取
り

　
平
日
に
受
診
す
る
こ
と

　
に
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
公
立

　
八
鹿
病
院
地
域
医
療
課

　
☎
６
６
２－

５
５
５
５

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
若
年
無
業
者

の
相
談
業
務
や
就
労
自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
う
拠

点
と
し
て
豊
岡
市
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
次
の
日
程
で
、

朝
来
市
で
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。ま
た
、平
日

で
も
豊
岡
市
内
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相

談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
開
催
日
時
　
４
月
　
日
２０

　
　
　
時
～
　
時

（火）
１３

１６

▽
開
催
場
所
　
和
田
山
公

　
民
館
第
３
学
習
室

※
今
後
の
開
催
予
定

・
５
月
　
日
　
／
６
月
　

１８

（火）

１５

　
日
　
／
７
月
　
日
　
／

（火）

２０

（火）

　
９
月
　
日
　

２１

（火）

・
開
催
時
間
、
開
催
場
所

　
は
右
記
に
同
じ

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
労
協

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　
シ
ョ
ン
豊
岡

　
☎
０
７
９
６
―
３
４
―
６
３
３
３

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

“しない・させない・許さない”　不法投棄・野焼き（一部例外を除く）は法律違反！！通報は、朝来警察署（☎６７２－０１１０）又は市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）まで。

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

税
４月の税

軽自動車税

納期　４月３０日（金）まで

４月の税

朝来市制５周年記念 朝来の美術 －ＤＩＳＣＯＶＥＲ ＡＳＡＧＯ－

期間：４月１１日（日）まで

「重力都市」杉本晋一展　期間：４月２０日（火）まで

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１　休 水曜日、祝日の翌
日（水曜日が祝日の場合はその翌日）

和田山ジュピターホール ☎６７２－１０００　休 月曜日（月
曜日が祝日の場合その翌日）

県民芸術劇場　関西フィルハーモニー管弦楽団演奏会
《全席指定》　公演日：５月１６日（日）／開演：１５時／料

金：大人３，０００円、高校生以下１，０００円（当日は各３００円

増）※友の会会員は、２枚まで２００円OFF

 前売券好評発売中

八代亜紀　４０周年記念コンサート　《全席指定》 

公演日：５月３０日（日）／開演：【昼の部】１４時３０分【夜

の部】１８時３０分／料金：Ｓ席６，０００円、Ａ席５，０００円（当

日は各３００円増）※友の会会員は、２枚まで３００円OFF

前売券好評発売中

劇団四季ファミリーミュージカル 『エルコスの祈り』（予定）

《全席指定》　公演日：７月２４日（土）／開演：１８時３０分

／料金：Ｓ席大人４，０００円、Ｓ席高校生以下２，０００円、Ａ

席大人３，０００円、Ａ席高校生以下１，５００円（当日は各

３００円増）※友の会会員は、２枚まで３００円OFF／前売

券発売開始日：【友の会】４月２０日（火）、【一 般】４月２４

日（土）

入館料 大人５００円／大学生・高校生３００円／小中学生２００円

暫

暫

暫

暫

暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫

暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫

　市では、市税などの滞納処分のために差し押さ
えた財産をYahoo! オークションで公売します。

参加方法　参加者はYahoo! JAPAN IDを取得し（既に

取得している人は不要）、インターネットから入札参

加申込みをしてください。

入札参加申込期間　４月１３日（火）～２６日（月）

入札期間　５月７日（金）～９日（日）

■問い合わせ先　税務課管理収納担当　☎６７２－６１１９（内線２２１）

インターネット公売のお知らせ

詳しくは市ホームページに掲載します。

市ホームページ　http://www.city.asago.hyogo.jp/

刺
し
ゅ
う
画「
紫
陽
花
」

〔公売物件〕

若
者
就
労
・
支
援
に
関
す

る
無
料
相
談
会

月　　日地域
４月２６日（月）、２７日（火）午前生 野
４月２７日(火)午後、２８日(水)朝 来
５月１４日(金)山 東
５月１８日(火)、１９日(水)、２０日(木)和田山

※犬の登録者には、後日通知します。

■問い合わせ先　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１

犬の飼い主

の皆さんへ

　登録手続が済んでいない場合や飼い主変更・転出

入・犬の死亡などがある場合はお問い合わせください

狂犬病予防注射を受けましょう
　毎年４～６月は、狂犬病予防注射期間です。

　生後９１日以上のすべての飼い犬は、登録（生

涯に１度）と狂犬病予防注射（年１回）を受ける

ことが法律で義務づけられています。できるだ

け動物病院で、犬の体調の良い日に狂犬病予防

注射を受けさせてください。なお、次のとおり集

合注射も予定していますのでご利用ください。
刺
し
ゅ
う
画「
菖
蒲
」



広報 朝朝来来 １４

暮らしのお知らせ
市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５

　
県
朝
来
健
康
福
祉
事
務

所
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
を
対
象

に
更
新
手
続
き
を
行
い
ま

す
。

▽
対
象
者
　
８
月
１
日
以

　
降
も
引
き
続
き
医
療
受

　
給
者
証
の
交
付
を
希
望

　
す
る
人
で
、
８
月
１
日

　
時
点
で
　
歳
未
満
の
人

２０

※
一
定
の
医
学
的
基
準
を

　
満
た
す
人
が
引
き
続
き

　
対
象
に
な
り
ま
す
。
詳

　
し
く
は
主
治
医
に
相
談

　
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
受
付
期
間
　
５
月

　
６
日
　
～
６
月
　
日
　

（木）

３０

（水）

　（
土
、日
、祝
日
は
除
く
）

▽
申
請
手
続
に
必
要
な
書

　
類
な
ど

①
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

　
療
受
給
者
証
更
新
交
付

　
申
請
書

②
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

　
療
意
見
書
（
医
師
の
記

　
載
に
よ
る
こ
と
）

③
成
長
ホ
ル
モ
ン
治
療
用

　
意
見
書
（
ヒ
ト
成
長
ホ

　
ル
モ
ン
治
療
を
行
う
人

　
の
み
。
医
師
の
記
載
に

　
よ
る
こ
と
）

④
所
得
を
証
す
る
書
類

⑤
世
帯
全
員
の
住
民
票

⑥
患
者
本
人
の
健
康
保
険

　
証
の
原
本
と
写
し

⑦
印
鑑
（
必
要
に
な
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
）

⑧
身
体
障
害
者
手
帳
又
は

　
療
育
手
帳
の
写
し
（
重

　
症
申
請
を
す
る
人
で
所

　
持
し
て
い
る
人
の
み
）

⑨
重
症
患
者
認
定
申
請
書

　
（
重
症
申
請
を
す
る
人

　
の
み
）

⑩
保
険
者
照
会
に
必
要
な

　
同
意
書

⑪
保
険
者
へ
の
照
会
に
必

　
要
な
書
類
（
市
町
村
民

　
税（
非
）課
税
証
明
書
）

※
①
～
③
、⑨
、⑩
の
申
請

　
書
な
ど
は
、
郵
送
し
て

　
い
ま
す
。

※
④
は
、
世
帯
状
況
に
よ

　
り
必
要
な
書
類
が
異
な

　
り
ま
す
。

※
「
先
天
性
血
液
凝
固
因

　
子
障
害（
第
Ⅰ
、Ⅱ
、Ⅴ
、

　
Ⅶ
、Ⅷ
、Ⅸ
、Ⅹ
、
　
、
　
、

ⅩⅠ

ⅩⅡ

　
　
因
子
欠
乏
症
と
フ
ォ

ⅩⅢ
　
ン
・
ヴ
ィ
レ
ブ
ラ
ン
ド

　
病
）」の
申
請
者
は
、
④

　
の
提
出
は
不
要
。
ま
た
、

　
⑤
は
受
給
者
の
住
民
票

　
の
み
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。

▽
申
請
・
相
談
・
問
い
合
わ

　
せ
先
　
県
朝
来
健
康
福

　
祉
事
務
所
地
域
保
健
課
 

　
緯
６
７
２－

６
８
６
７

日時　５月２日（日）１１時～１４時（雨天決行）　

場所　県立但馬長寿の郷

内容　カブトムシの幼虫探し、お楽しみ抽選会など

定員　５００人（先着順）※小学校３年生以下は保護者の同伴が必要

参加費　１，０００円（付き添い無料）　　申込締切　４月２６日（月）

■申し込み・問い合わせ先

　但馬長寿の郷づくり協議会事務局（但馬長寿の郷事業課）

　☎６６２－８４５６

「カブトムシ探検隊パートⅠ」参加者募集

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
更
新
申
請

手
続
き
の
開
始

第１１回朝来市「わだやま竹田」お城まつ第１１回朝来市「わだやま竹田」お城まつりり

日時　４月１１日（日）１０時～１６４月１１日（日）　１０時～１６時時

場所　ＪＲ竹田駅周ＪＲ竹田駅周辺辺

イベント　１０時１０時～～：：竹田小学校金管バンドパレー竹田小学校金管バンドパレードド

／１０時～：もちまき／１０時３０分～：大道芸（南／１０時～：もちまき／１０時３０分～：大道芸（南京京

玉すだれなど）玉すだれなど）／／１１時～：１１時～：コメディパフォーマンスショコメディパフォーマンスショーー

／／１３時１３時～～：：かごかきレーかごかきレースス／／１３時３０分１３時３０分～～：：謡曲謡曲

◇　◇春春爛 爛 
ら ん

漫 漫  「竹田城跡登城」ウォーキン「竹田城跡登城」ウォーキンググ◇◇スタンスタン
ま ん

プラリプラリーー◇◇大茶会大茶会◇◇子ども広子ども広場場◇◇屋台村屋台村

■問い合わせ先　市役所和田山地域振興課　☎６７２－６１３７

第１１回生野銀山へいくろう祭第１１回生野銀山へいくろう祭りり

■問い合わせ先　生野支所地域振興課　☎６７９－５８０２

日時　４月１１日（日）１０時～１５４月１１日（日）　１０時～１５時時

場所　史跡生野銀史跡生野銀山山

イベント　１０時～１０時～：：銀山太鼓銀山太鼓・・開演／開演／１０時３０分１０時３０分～～：：

熟成酒蔵入れ・蔵出し熟成酒蔵入れ・蔵出し／／１０時４５分～１０時４５分～：：マジックマジック

ショーショー／／１１時４５分１１時４５分～～：：全日本トロッコ・力自慢全日本トロッコ・力自慢選選

手権（団体戦）手権（団体戦）／／１２時～：１２時～：太っ腹「もちまき」大会太っ腹「もちまき」大会／／

１２時１５分１２時１５分～～：：和楽芸能保存会和楽芸能保存会『『楽楽』／』／１３時～１３時～：：全日全日

本トロッコ・力自慢選手権（公認本トロッコ・力自慢選手権（公認））

趣向凝らして「仮装」したチームが竹田城跡ふ　趣向凝らして「仮装」したチームが竹田城跡ふもも

との街道を走る「かごかきレース」開催！との街道を走る「かごかきレース」開催！！！

　坑内で使われていたトロッコに荷を積んで引っ坑内で使われていたトロッコに荷を積んで引っ張張

る力を競う恒例の「トロッコ・力自慢選手権」開催！る力を競う恒例の「トロッコ・力自慢選手権」開催！！！



平成２２年４月平成２２年４月号号１５

◎犬の放し飼い。ふんの不始末。　飼主は、責任を持って。犬の登録・狂犬病予防注射も忘れずに。

　
朝
来
市
連
合
国
際
交
流

協
会
で
は
、
在
住
外
国
人

へ
の
支
援
の
一
環
と
し
て
、

在
住
外
国
人
に
日
本
語
を

教
え
る「
日
本
語
教
室
」の

設
立
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
同
協
会

は
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
養
成
す
る
た
め
の
講
座

を
　
兵
庫
県
国
際
交
流
協

（財）
会
と
共
催
で
開
講
し
ま
す
。

▽
日
程
　
５
月
　
日
、　

２２

２９

　
日
、
６
月
５
日
、
　
日
、

１２

　
　
日
、　
日（
毎
週
土
曜

１９

２６

　
日
　
時
～
　
時
）

１１

１７

※
全
６
回
・
計
　
時
間

３０

▽
会
場
　
朝
来
市
福
祉
セ

　
ン
タ
ー（
健
康
福
祉
部
）

　
２
階
ア
ー
ト
ほ
ほ
え
み

　
第
１
展
示
室
ほ
か

▽
対
象
　
外
国
人
の
皆
さ

　
ん
に
日
本
語
を
教
え
る

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望

　
す
る
人
で
、
可
能
な
限

　
り
全
講
座
へ
の
参
加
が

　
可
能
な
人

▽
定
員
　
　
人
（
応
募
多

３０

　
数
時
は
先
着
順
）

▽
受
講
料
　
無
料
（
教
材

　
費
は
受
講
者
負
担
）

▽
申
込
方
法
　
郵
便
、
Ｆ

　
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
、窓
口

　
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方

　
法
で
住
所
・
氏
名（
フ
リ

　
ガ
ナ
）・
年
齢
・
性
別
・
電

　
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

　
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
の

　
上
、
５
月
　
日
　
（
必

１２

（水）

　
着
）
ま
で
に
申
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
朝
来
市
連
合
国
際
交
流

　
協
会
事
務
局
（
市
役
所

　
企
画
政
策
課
内
）

　
☎
６
７
２－

６
１
１
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
６
７
２
―
４
０
４
１

　
E
メ
ー
ル
　k
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a
k
u
@
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.a
sa
g
o
.h
y
o
g
o
.jp

募

集

 
募
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日
本
語
学
習
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援
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テ
ィ
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養
成
講
座
受

講
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空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
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空
空
空
空
空
空
空
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偶
偶
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偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

「茶すり山古墳公園」オープンしま「茶すり山古墳公園」オープンしますす
　市教育委員会が平成１７年から進めていた近畿

地方最大級の円墳「茶すり山古墳」の周辺整備が完

了し、４月２４日（土）に同古墳を含めた周辺一体を

「茶すり山古墳公園」として開園します。

　公園内では、古墳の頂上にレプリカと写真で２

つの埋葬施設を再現。頂上と中腹部には埴輪を復

元しています。また、茶すり山古墳学習館（ガイダ

ンス施設）では、茶すり山古墳の魅力がわかる展示

パネルや映像を見ることができます。

　出土品は、同公園の近くにある朝来市埋蔵文化

財センター「古代あさご館」で展示しています。

４月２４日（土）～朝来の歴史を学ぼう！

■問い合わせ先　朝来市埋蔵文化財センター　☎６７０－７３３０

但馬県民局から 鳥獣害対策事業の募集 ■問い合わせ先 豊岡農林水産振興事務所森林林業課 ☎０７９６－２６－３６９９

◎鳥獣害対策マイスター育成スクール第２期◎鳥獣害対策マイスター育成スクール第２期生生

　狩猟セミナーなどの各種座学や銃猟・わな猟実習

など総合的な被害対策技術を身につけた狩猟者を養

成します。

応募資格　但馬在住でおおむね５０歳以下、狩猟初心者

　や狩猟（特に銃猟）に関心の高い人

募集人数　１０人程度　募集期間　５月３１日（月）まで

◎◎集落ぐるみの野生鳥獣被害対策モデル実証事集落ぐるみの野生鳥獣被害対策モデル実証事業業

　集落ぐるみで野生鳥獣被害対策を実施する集落な

どを募集します。採用集落には上限３０万円の補助金

を交付し、被害防止計画を策定したり、防護施設など

を整備したりします。

応募要件　但馬県民局内にある集落で、規約などを有

　する集落住民で組織された地域団体であり、集落

　内での合意形成が図られていること。

募集集落　但馬地域で５集落　募集期間　５月３１日（月）まで

◎獣害レンジャ◎獣害レンジャーー

　過疎化・高齢化などで持続的な獣害対策が困難な

地域で対策に携わるボランティア「獣害レンジャー」

を募集します。

応募要件　野生動物の生態や農林被害対策に関心があ

　り、小規模集落等の獣害防止施設の維持管理など

　のボランティア活動に意欲のある人

募集人数　５０人程度　　募集期間　通年

日時　５月６日（木）１３時～１６時（１２時～受付開始）

場所　ＨＯＴＥＬ ＫＯＳＨＯ（豊岡市日高町土居）

対象　大学、短大、各種専門学校を平成２３年春に卒業する予定の人

　　　又は平成２２年春に卒業して未就職の人／Ｕターン希望者

第２２回大学等就職面接相談会《セレクションインたじま》

■問い合わせ先　ハローワーク豊岡　☎０７９６－２３－３１０１
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「子ども手当制度」が始まりま「子ども手当制度」が始まりますす
　平成２２年４月から、これまでの「児童手当制度」に代わり、新たに「子ども手当
制度」が始まります。「子ども手当」は、次世代の社会を担う子どもの成長を社会
全体で応援することを目的に支給されるものです。

１３，０００円対象となる子ども１人あたりの手当月額中学校修了まで（１５歳到達後最初の３月３１日まで）対象年齢

口座振込支給方法原則として、６月、１０月、２月にそれぞれの前月、前々月分が支給されます。支払時期なし所得制限

自動的に「子ども手当」に継続されます。手続きは必要ありません。⇒①現在「児童手当」を受給している場合

申請方法

「子ども手当増額改定認定請求書」の提出が必要です。該当す
る世帯には、４月中旬ごろ請求書を郵送します。

⇒
②「児童手当」を受給中で、中学２・３年
　生の子どもがいる場合

新たに「子ども手当認定請求書」の提出が必要です。該当する
世帯には、４月中旬ごろ請求書を郵送します。

⇒
③「児童手当」を所得制限により受給し
　ていない場合

③と同様、新たに「子ども手当認定請求書」の提出が必要です。
該当する世帯には、４月中旬ごろ請求書を郵送します。

⇒
④中学２・３年生の子どものみがいる
　場合

※申請が必要な世帯には申請書を郵送します。該当するはずなのに、４月末を過ぎても申請書類が送られてこな
　い場合は、市役所市民課までお問い合わせください。

Ｑ　児童手当と子ども手当は両方もらえるの？
Ａ　平成２２年３月までは児童手当、平成２２年４月以降は子ども手当になりました。両方支給される月はあ
　りません（平成２２年２月・３月分の児童手当は６月に支給します）。

Ｑ　別居している子どもがいるのですが？
Ａ　別居監護申立書と住民票（市外の場合）を提出することで、受給できる場合があります。詳しくは、市役
　所市民課にお問い合わせください。

Ｑ　「認定請求書」などの申請書類が送られたきた場合はいつまでに提出するの？
Ａ　平成２２年９月３０日までに申請すると平成２２年４月分から受給できます。平成２２年４月１日以後に
　中学生の子どもを養育するなど子ども手当の受給要件に該当することになった人は、申請のあった翌月

　分から受給できます。

Ｑ　わたしは公務員ですが、市役所市民課から申請書類が送られてきました。申請が必要ですか？
Ａ　市役所市民課への申請は不要です。公務員の人は勤務先から支給されますので、申請方法は勤務先へ
　お問い合わせください。

◎こんな場合は？

■問い合わせ先　市役所市民課　☎６７２－６１２０

阿
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一部を助成します。

被災程度　全壊、大規模半壊、半壊

対象者　次の項目のすべてに当てはまる人…被災時

に満６５歳以上で世帯の主たる生計維持者／被災

時に居住していた持家又は借家が解体された人／

５００万円以上の自己資金により、自らが居住する

住宅を市内に建設又は購入する人　

補助金額　１００万円

申請時期　被災住宅を再建（建設・購入）したとき

受付期間　平成２５年３月まで

住宅再建に伴う一時転居者支援事業（新設）　

概要　被災した住宅を再建する間に一時的に県内の

民間賃貸住宅に転居する場合、その家賃の一部を

助成します。

被災程度　全壊、大規模半壊、半壊、床上浸水

対象者　次の項目のすべてに当てはまる人…被災時

に居住していた住宅を解体して、市内で新たに住

宅を建設・購入する場合又は持家を補修する場合

に、一時的に県内の民間賃貸住宅に転居した人／

被災時に居住していた借家の所有者が借家を解体

して、同一敷地内に新たに建設する場合又は借家

を補修する場合に、一時的に県内の民間賃貸住宅

に転居し、再建後の借家に再入居した人

補助期間　６か月以内

申請時期　一時転居が解消し、再建した住宅に戻っ

た後

受付期間　平成２４年３月まで

助成金月額家賃月額補助金額

家賃月額の１／２家賃６万円未満持家が被災
した場合 ３万円家賃６万円以上

家賃月額の１／２従前家賃と家賃の差額が６万円未満借家が被災
した場合 ３万円従前家賃と家賃の差額が６万円以上

■問い合わせ先　市役所社会福祉課　☎６７２－６１２３
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アダプト制度〈美しいまち（道）づくり〉にご協力ください。　申込随時受付中　市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）

　兵庫県後期高齢者医療広域連合は、後期高齢者医療制度の保険料を決める基準である保険料率（均
等割額と所得割率）の見直しを２年ごとに行います。
　この度、平成２２・２３年度の保険料率が決定しましたのでお知らせします。なお、個人ごとの保険料
額は７月中旬に送付する保険料額決定通知書でお知らせします。

後期高齢者医療制度 平成２２・２３年度の保険料率が決まりました

保険料率（平成２２・２３年度）

平成２０・２１年度平成２２・２３年度

４３，９２４円４３，９２４円均等割額

８．０７％８．２３％所得割率

　年間の保険料は一人

　ひとりが等しく負担する「均等割額」と、前年の所得に応じて

　負担する「所得割額」の合計になります。

所得割額+均等割額＝保険料額（年額）

（総所得金額等※－３３万円）×所得割率８．２３％４３，９２４円（上限５０万円）

※「総所得金額等」とは収入額から控除額を引いた金額のことです（所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません）。

平成２２・２３年度保険料の計算方法

以下に該当する人は、平成２１年中の所得に応じて平成２２年度の保険料額が軽減され

　ます。軽減額は平成２１年度と同額です。

①均等割額　平成２１年中の世帯（世帯主と世帯内の被保険者）の総所得金額等が一定の金額以下の人（６５歳以

　上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範囲内で最大１５万円を控除し、軽減判定されます。）

所得の低い人の軽減

軽減割合（軽減後均等割額：年額）総所得金額等（被保険者＋世帯主）が次の基準以下の世帯

９割（４，３９２円）被保険者全員の各所得（年金所得は控除額を８０万円として計算）が０円
基礎控除額

（３３万円）
７割(１３，１７７円)→８．５割※（６，５８８円）
※本来は７割軽減ですが、軽減措置により平
　成２２年度は８．５割軽減となります。

上記以外

５割（２１，９６２円）基礎控除額（３３万円）＋２４．５万円×被保険者の数（被保険者である世帯主を除く）

２割（３５，１３９円）基礎控除額（３３万円）＋３５万円×被保険者の数

②所得割額　所得割額算定にかかる所得（総所得金額等－基礎控除額３３万円）が５８万円（年金収入のみの場合

　は２１１万円）以下の人は、所得割額が５割軽減されます。

制度に加入する前日に、会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者だった人

　は、当分の間、所得割額はかからず、均等割額が５割軽減されます。さらに特例として、平成２２年度は均等割

　額が９割軽減され、年額４，３９２円になります。

　　なお、国民健康保険・国民健康保険組合に加入していた人は対象にはなりません。

被扶養者だった人の軽減

■問い合わせ先　市役所市民課（後期高齢者医療担当）　☎６７２－６１２０
　　　　　　　　兵庫県後期高齢者医療広域連合事務局　☎０７８－３２６－２０２１
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台風９号被災者の住宅再建を支援する制度をお知らせします
住宅災害復興融資利子補給制度　

概要　被災者が被災住宅の再建又は補修のために住

宅融資を受ける場合、その利子の一部を助成しま

す。

被災程度　建設・購入の場合：全壊、大規模半壊、半壊

／補修の場合：全壊、大規模半壊、半壊、床上浸水

対象者　市内在住の日本人又は永住許可を受けた外

国人で、次の項目のすべてに当てはまる人

○建設・購入の場合　被災時に居住していた持家又

は借家を解体した人／市内で自身が居住するため

の住宅を５００万円以上の融資を受けて建設又は購

入する人／建設又は購入する住宅の床面積が１７５

㎡（被災した住宅の床面積が175㎡ を超える場合

は、その床面積が上限）以下で、建築基準法その他

関係法令に適合している住宅を持っている人

○補修の場合　被災時に居住していた持家が被災し

た人／自身が居住するために、５００万円以上の融

資を受けて被災住宅を補修する人

利子補給の対象となる融資の限度額　建設・購入の

場合：１，９６０万円以内／補修の場合：６４０万円以内

利子補給率　住宅金融支援機構の災害復興住宅融資

の率に連動（最大２．５％）

利子補給期間　当初５年間

申請時期　住宅再建に係る融資の契約を締結後、原

則１か月以内

受付期間　平成２５年３月まで

高齢者住宅再建支援事業（新設）　

概要　被災者が高齢を理由に被災した住宅に替わる

住宅を建設又は購入するための融資を受けること

ができないときに、建設又は購入に要する費用の
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　市では、市民の皆さんの信頼と期待にこた
え、開かれた市政・責任ある行政運営を推進し
ていくため、簡素で効率的な行政組織を構築
するとともに、新たな行政課題に柔軟で的確
に対応する組織づくりを図りました。その結
果、市の組織は１５部３６課２室（平成２１年度は
１４部３６課）になりました。

行 政 組 織 の 改行 政 組 織 の 改 編編

①債権回収推進室　市が保有する各種債権の効率的

で効果的な回収に関する基本施策などの立案と関

係課指導に当たります。

②地域医療対策推進室　県や関係医療機関と連携し

て、抜本的・効果的な地域医療対策の推進に当たり

ます。

③行政委員会事務局　選挙管理委員会事務局、監査

委員事務局、固定資産評価審査委員会事務局、農業

委員会事務局を合同組織にして総称を「行政委員

会事務局」とし、効率的な業務推進に当たります。



平成２２年４月平成２２年４月号号１９

（
債
権
回
収
推
進
担
当
））

▼
副
主
幹

・
藤
本
宏
子（
税
務
課
副
主
幹
）

▼
主
査

・
南
光
政
之（
財
務
課
主
査
）

【
市
民
課
】

▼
上
席
主
幹

・
三
浦
和
美（
主
幹
）

▼
主
幹

・
清
水
　
光（
生
活
環
境
課
主

幹
）

・
森
脇
ま
す
み（
生
野
支
所
地

域
振
興
課
主
幹
）

▼
副
主
幹

・
佐
野
あ
や
子（
教
育
委
員
会

事
務
局
学
校
教
育
課
副
主
幹
）

▼
主
査

・
上
垣
麻
衣
子（
教
育
委
員
会

事
務
局
社
会
教
育
課
主
査
）

・
片
岡
陽
子（
教
育
委
員
会
事

務
局
こ
ど
も
育
成
課
主
査
）

【
生
活
環
境
課
】

▼
課
参
事
兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
山
東
事
業
所
長

・
吉
成
　
勝（
上
下
水
道
部
上

水
道
課
参
事
）

▼
主
事

・
高
階
進
吾（
健
康
福
祉
部
社

会
福
祉
課
主
事
）

〈
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
朝
来
事
業
所
〉

▼
主
幹

・
藤
本
幸
雄（
副
主
幹
）

▼
車
両
係
班
長

・
井
上
賢
一（
技
能
員
）

【
人
権
・
ま
ち
づ
く
り
課
】

画
財
政
局
市
町
振
興
課
派
遣
）

・
高
本
恵
三（
税
務
課
主
事
）

▼
主
事

・
平
位
朋
之（
新
規
採
用
）

・
足
立
　
翔（
新
規
採
用
）

・
足
立
美
香（
新
規
採
用
）

・
山
田
奈
津
美（
新
規
採
用
）

・
中
野
優
子（
新
規
採
用
）

・
足
立
佐
佑（
新
規
採
用
）

・
青
田
基
希（
新
規
採
用
）

【
秘
書
課
】

▼
上
席
主
幹

・
天
野
修
二（
主
幹
）

▼
副
主
幹

・
小
谷
英
美
子（
健
康
福
祉
部

高
年
福
祉
課
副
主
幹
）

【
財
務
課
】

▼
副
課
長

・
藤
岡
　
勇（
上
席
主
幹
）

▼
主
査

・
藤
本
晋
也（
総
務
課
主
査（
兵

庫
県
企
画
県
民
部
企
画
財
政

局
市
町
振
興
課
派
遣
））

【
税
務
課
】

▼
主
幹

・
上
村
ひ
と
み（
産
業
振
興
部

農
業
共
済
課
主
幹
）

▼
副
主
幹

・
竹
村
博
文（
会
計
課
副
主
幹
）

▼
主
査

・
住
吉
哲
雄（
主
事
）

▼
主
事

・
中
島
泰
成（
企
画
部
企
画
政

策
課
主
事
）

【
債
権
回
収
推
進
室
】

▼
室
長

・
古
川
満
也（
税
務
課
付
課
長

▼
課
長
兼
枚
田
岡
会
館
長

・
奥
　
幸
之（
生
活
環
境
課
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事
業

所
長
）

▼
副
課
長

・
足
立
美
喜
（
教
育
委
員
会
事

務
局
学
校
教
育
課
上
席
主
幹
）

▼
上
席
主
幹

・
三
浦
雅
幸（
主
幹
）

▼
副
主
幹

・
福
富
範
嗣（
教
育
委
員
会
事

務
局
学
校
教
育
課
副
主
幹
）

【
社
会
福
祉
課
】

▼
課
長

・
大
槻
真
智
子（
総
務
部
税
務

課
参
事
）

▼
副
主
幹

・
坂
本
和
昭（
生
野
支
所
地
域

振
興
課
副
主
幹
）

・
岩
木
幸
司（
主
査
）

▼
主
査

・
藤
原
正
浩（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
査
）

▼
主
事

・
竹
村
圭
一（
総
務
部
財
務
課

主
事
）

【
高
年
福
祉
課
】

▼
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

・
中
井
雅
治（
課
参
事
兼
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

▼
副
課
長

・
中
島
正
代（
上
席
主
幹
）

▼
主
査

・
村
上
陽
昭（
山
東
支
所
地
域

振
興
課
主
査
）

▼
主
事

・
山
田
梨
恵（
和
田
山
公
民
館

主
事
）

・
足
立
絵
美（
総
務
部
秘
書
課

主
事
）

〈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

▼
副
主
幹

・
加
茂
川
裕
子（
主
査
）

▼
主
査

・
山
田
明
日
香（
健
康
課
主
事
）

【
健
康
課
】

▼
上
席
主
幹

・
西
村
仁
美（
主
幹
）

▼
主
査

・
高
階
智
恵（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
査
）

・
長
野
大
輔（
総
務
部
総
務
課

主
査（
南
但
広
域
行
政
事
務

組
合
派
遣
））

・
坂
本
美
里（
主
事
）

【
地
域
医
療
対
策
推
進
室
】

▼
室
長

・
石
田
　
修（
健
康
課
参
事
）

▼
副
室
長

・
小
谷
則
彰（
総
務
部
総
務
課

上
席
主
幹（
公
立
豊
岡
病
院

組
合
派
遣
））

▼
部
参
事
兼
農
業
振
興
課
長

・
前
田
　
裕（
統
括
課
長
兼
商

工
観
光
課
長
）

【
農
業
振
興
課
】

▼
副
課
長

・
清
水
和
雄（
総
務
部
総
務
課

副
課
長
）

▼
副
主
幹
兼
選
挙
管
理
委
員
会
副

主
幹
兼
農
業
委
員
会
副
主
幹
兼
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記

・
小
笠
原
　
徹
（
産
業
振
興
部

農
業
振
興
課
副
主
幹
）

▼
主
事

・
夜
久
大
輔（
市
民
生
活
部
人

権
・
ま
ち
づ
く
り
課
主
事
）

【
農
林
整
備
課
】

▼
上
席
主
幹

・
金
山
克
則（
主
幹
）

▼
主
査

・
石
垣
裕
識（
都
市
整
備
部
建

設
課
主
査
）

・
福
島
克
史（
山
東
支
所
地
域

振
興
課
主
事
）

【
商
工
観
光
課
】

▼
課
長

・
水
田
文
夫（
企
画
部
芸
術
文

化
課
長
兼
あ
さ
ご
芸
術
の
森

美
術
館
長
）

▼
副
主
幹

・
野
田
勝
文（
都
市
整
備
部
建

設
課
副
主
幹
）

・
波
多
野
哲
哉（
教
育
委
員
会

事
務
局
学
校
教
育
課
主
査
）

・
岡
口
徹
也（
主
査
）

▼
部
長

・
池
野
正
幸
（
部
参
事
兼
建
設

課
長
）

▼
部
参
事

・
松
本
完
司（
健
康
福
祉
部
統

括
課
長
兼
社
会
福
祉
課
長
）

【
建
設
課
】

▼
課
長

・
森
下
隆
之（
都
市
整
備
部
都

市職員の人事異動

市
民
生
活
部

産
業
振
興
部

都
市
整
備
部

健
康
福
祉
部
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【
上
水
道
課
】

▼
副
主
幹

・
吉
田
裕
之（
都
市
整
備
部
地

籍
調
査
課
副
主
幹
）

▼
主
事

・
梶
本
陽
介（
市
民
生
活
部
市

民
課
主
事
）

【
下
水
道
課
】

▼
課
参
事

・
藤
原
　
仁（
副
課
長
）

▼
主
査

・
土
野
満
美（
健
康
福
祉
部
社

会
福
祉
課
主
査
）

▼
主
事

・
羽
渕
慎
也（
都
市
整
備
部
都

市
開
発
課
主
事
）

▼
施
設
管
理
係
長

・
中
村
直
行（
技
能
員
）

《
出
納
》

【
会
計
課
】

▼
課
付
課
長

・
佐
藤
眞
悟
（
議
会
事
務
局
次
長
）

▼
主
査

・
太
田
晋
平（
総
務
部
財
務
課

主
査
）

・
安
田
雅
子（
主
事
）

▼
次
長

・
佐
藤
吉
夫（
企
画
部
和
田
山

地
域
振
興
課
参
事
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長
兼
監
査
委
員
事
務
局
長

兼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記

市
開
発
課
参
事
）

▼
副
課
長

・
平
石
宏
嗣（
上
席
主
幹
）

▼
上
席
主
幹（
兵
庫
県
但
馬
県

民
局
養
父
土
木
事
務
所
派
遣
）

・
藤
原
裕
明（
地
籍
調
査
課
上

席
主
幹
）

・
足
立
達
夫（
都
市
開
発
課
上

席
主
幹
）

▼
副
主
幹

・
青
田
真
司（
上
下
水
道
部
上

水
道
課
主
査
）

【
都
市
開
発
課
】

▼
課
長

・
永
井
正
志（
兵
庫
県
県
土
整

備
部
か
ら
派
遣
）

▼
上
席
主
幹

・
北
垣
利
晃（
朝
来
支
所
地
域

振
興
課
上
席
主
幹
）

▼
主
事

・
清
水
浩
一（
産
業
振
興
部
農

林
整
備
課
主
事
）

【
地
籍
調
査
課
】

▼
副
主
幹

・
神
谷
芳
彦（
上
下
水
道
部
下

水
道
課
副
主
幹
）

・
藤
原
栄
治（
総
務
部
税
務
課

主
査
）

・
藤
原
知
明（
主
査
）

▼
主
事

・
安
積
一
典（
産
業
振
興
部
農

林
整
備
課
主
事
）

▼
部
参
事
兼
下
水
道
課
長

・
藤
本
守
男（
統
括
課
長
兼
下

水
道
課
長
）

・
松
尾
嘉
郎（
朝
来
支
所
長
）

▼
監
査
委
員
事
務
局
主
幹
兼
選
挙
管
理

委
員
会
主
幹
兼
農
業
委
員
会
主
幹
兼

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記

・
米
田
義
和（
朝
来
支
所
地
域

振
興
課
主
幹
）

▼
選
挙
管
理
委
員
会
副
主
幹
兼
監
査
委
員

事
務
局
副
主
幹
兼
農
業
委
員
会
副
主
幹

・
松
本
昭
浩（
教
育
委
員
会
事

務
局
社
会
教
育
課
副
主
幹
）

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
兼
選
挙

管
理
委
員
会
主
査
兼
農
業
委
員
会
主
査

・
齊
藤
千
尋（
教
育
委
員
会
事

務
局
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

主
査
）

▼
農
業
委
員
会
書
記
兼
選
挙
管
理
委
員

会
書
記
兼
監
査
委
員
事
務
局
書
記

・
板
高
紗
也
香（
総
務
部
総
務

課
主
事
）

▼
統
括
課
長
兼
社
会
教
育
課
長
兼

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
館
長

・
花
尾
定
義（
統
括
課
長
兼
社

会
教
育
課
長
）

【
学
校
教
育
課
】

▼
課
付
課
長
兼
学
校
給
食
総
括
担
当
兼

和
田
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

・
梶
原
克
巳（
社
会
教
育
課
付

課
長
兼
和
田
山
公
民
館
長
）

▼
主
幹

・
田
中
康
晴（
兵
庫
県
教
育
委

員
会
か
ら
の
人
事
交
流
）

▼
主
査

・
岡
田
美
由
紀（
和
田
山
公
民

館
主
査
）

・
大
西
　
真（
市
民
生
活
部
人

権
・
ま
ち
づ
く
り
課
主
査
）

・
小
山
修
平（
企
画
部
情
報
政

策
課
主
査
）

【
社
会
教
育
課
】

▼
課
付
課
長
兼
和
田
山
公
民
館
長
 

・
茂
木
裕
幸
（
学
校
教
育
課
付
課

長
兼
学
校
給
食
総
括
担
当
兼
和
田

山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
主
幹

・
田
中
　
勉（
健
康
福
祉
部
健

康
課
副
主
幹
）

▼
副
主
幹

・
松
本
健
作（
主
査
）

▼
主
事

・
衣
川
葉
子（
市
民
生
活
部
市

民
課
主
事
）

〈
和
田
山
公
民
館
〉

▼
上
席
主
幹

・
小
谷
　
淳（
主
幹
）

▼
主
幹

・
田
中
　
久（
企
画
部
情
報
政

策
課
主
幹
）

▼
主
事

・
寒
竹
威
仁（
健
康
福
祉
部
高

年
福
祉
課
主
事
）

〈
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
〉

▼
上
席
主
幹

・
住
吉
茂
樹（
企
画
部
芸
術
文

化
課
主
幹
）

▼
主
幹

・
中
島
雄
二（
副
主
幹
）

【
こ
ど
も
育
成
課
】

▼
副
課
長

・
掃
部
　
收（
上
席
主
幹
）

・
木
村
吉
宏（
上
席
主
幹
）

▼
主
査

・
田
路
幸
伸（
山
東
支
所
地
域

振
興
課
主
査
）

〈
生
野
こ
ど
も
園
〉

▼
園
長（
副
課
長
級
）

・
西
澤
重
美（
生
野
幼
児
セ
ン

タ
ー
生
野
幼
稚
園
副
園
長
）

▼
副
園
長（
主
幹
級
）

・
岡
　
孝
子
（
寺
内
保
育
所
主
任
保
育

士
兼
寺
内
幼
稚
園
主
任
教
諭（
主
幹
級
））

▼
主
任
幼
保
教
士（
副
主
幹
級
）

・
勝
部
祐
子
（
生
野
幼
児
セ
ン
タ
ー

生
野
幼
稚
園
主
任
教
諭（
副
主
幹
級
））

▼
主
任
幼
保
教
士（
主
査
級
）

・
衣
川
三
奈
子（
竹
田
保
育
所

主
任
保
育
士（
主
査
級
））

▼
幼
保
教
士
（
主
事
級
）

・
小
山
早
希（
生
野
幼
児
セ
ン

タ
ー
生
野
幼
稚
園
教
諭
）

〈
糸
井
こ
ど
も
園
〉

▼
園
長（
副
課
長
級
）

・
伊
藤
朋
子
（
寺
内
保
育
所
長
兼
寺
内
幼

稚
園
副
園
長（
糸
井
認
定
こ
ど
も
園
担
当
））

▼
副
園
長（
主
幹
級
）

・
中
野
　
恵
（
生
野
幼
児
セ
ン

タ
ー
生
野
幼
稚
園
副
園
長
）

▼
主
任
幼
保
教
士
（
副
主
幹
級
）

・
藤
原
恭
子
（
寺
内
保
育
所
主
任
保
育

士
兼
寺
内
幼
稚
園
主
任
教
諭（
副
主
幹
級
））

・
松
田
美
保
（
寺
内
幼
稚
園
主
任
教
諭
兼

寺
内
保
育
所
主
任
保
育
士（
副
主
幹
級
））

〈
大
蔵
保
育
所
〉

▼
主
任
保
育
士（
副
主
幹
級
）

・
磯
　
ひ
と
み（
主
任
保
育
士

（
主
査
級
））

〈
枚
田
岡
保
育
所
〉

▼
主
任
保
育
士（
副
主
幹
級
）

・
谷
村
由
記（
ひ
ば
り
保
育
所

主
任
保
育
士（
副
主
幹
級
））

上
下
水
道
部

議
会
事
務
局

教
育
委
員
会
事
務
局

行
政
委
員
会
事
務
局



平成２２年４月平成２２年４月号号２１

・
高
瀬
耕
次（
本
署
第
一
部
救

助
係
長
）

▼
通
信
担
当
主
任

・
松
山
健
司（
出
張
所
第
二
部

主
任
）

▼
救
急
担
当
消
防
士
長

・
水
谷
憲
太
郎（
本
署
第
一
部

消
防
士
長
）

▼
救
助
担
当
消
防
副
士
長

・
大
谷
祐
樹（
本
署
第
二
部
消

防
士
）

【
出
張
所
第
一
部
】

▼
当
務
副
隊
長

・
笹
谷
信
之（
予
防
課
副
課
長

兼
危
険
物
係
長
）

▼
救
急
担
当
主
幹

・
大
垣
一
生（
出
張
所
第
二
部

救
急
担
当
主
幹
）

▼
救
急
担
当
司
令
補

・
絹
巻
洋
三（
出
張
所
第
二
部

主
任
）

【
出
張
所
第
二
部
】

▼
当
務
副
隊
長

・
松
本
正
俊
（
消
防
課
上
席
主
幹
兼
出

張
所
第
一
部
救
急
担
当
上
席
主
幹
）

▼
救
急
係
長

・
田
中
良
人（
出
張
所
第
一
部

救
急
係
長
）

▼
消
防
担
当
主
任

・
足
立
暁
史
（
本
署
第
二
部
主
任
）

▼
救
急
担
当
主
任

・
田
中
　
充
（
本
署
第
二
部
主
任
）

▼
瀧
口
　
勇（
総
務
部
長
）

▼
椿
野
好
昭
（
総
務
部
参
事（
南

但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

▼
足
立
　
豊
（
都
市
整
備
部
長
）

▼
大
崎
惠
子（
市
民
生
活
部
統

括
課
長
兼
人
権
・
ま
ち
づ
く

り
課
長
）

▼
大
橋
達
男（
山
東
支
所
地
域

振
興
課
長
）

▼
松
本
節
子（
市
民
生
活
部
市

民
課
参
事
）

▼
山
崎
　
實（
企
画
部
芸
術
文

化
課
主
幹
）

▼
池
本
　
勝
（
市
民
生
活
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
朝
来
事
業

所
車
両
係
長
）

▼
高
階
通
雄（
産
業
振
興
部
農

業
振
興
課
長
）

▼
藤
本
利
幸（
都
市
整
備
部
建

設
課
付
課
長
（
養
父
土
木
事

務
所
派
遣
））

▼
安
積
佐
智
子（
産
業
振
興
部

農
業
振
興
課
主
幹
）

▼
田
中
　
学（
都
市
整
備
部
地

籍
調
査
課
主
幹
）

▼
中
島
　
彰（
都
市
整
備
部
地

籍
調
査
課
主
幹
）

▼
衣
川
照
代（
こ
ど
も
育
成
課

生
野
幼
児
セ
ン
タ
ー
生
野
保

育
所
長
）

▼
波
多
野
ま
ゆ
み（
こ
ど
も
育

成
課
竹
田
保
育
所
長
）

▼
藤
本
万
由
美（
市
民
生
活
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事

業
所
事
務
員
）

▼
茂
上
　
修（
消
防
本
部
本
署

第
一
部
通
信
担
当
主
幹
）

◎
県
派
遣
社
会
教
育
主
事
退
任

▼
小
林
武
雄
（
生
野
公
民
館
）

▼
南
光
美
津
子（
山
東
公
民
館
）

園
長
）

▼
主
任
教
諭（
副
主
幹
級
）　

・
藤
原
奈
穂
子（
竹
田
幼
稚
園

主
任
教
諭（
副
主
幹
級
））

▼
消
防
本
部
次
長（
部
長
級
）兼

消
防
署
副
署
長

・
山
田
卓
己（
消
防
本
部
次
長

兼
消
防
署
副
署
長
）

【
管
理
課
】

▼
課
付（
研
修
派
遣
）消
防
士

・
垣
尾
浩
太
朗（
新
規
採
用
）

【
予
防
課
】

▼
副
課
長
兼
危
険
物
係
長

・
池
野
浩
二（
出
張
所
第
二
部

当
務
副
隊
長
）

▼
防
火
安
全
担
当
主
幹

・
掃
部
康
久（
防
火
安
全
係
長
）

▼
査
察
担
当
主
幹
兼
本
署
第
一

部
主
幹

・
椿
野
智
昭（
査
察
担
当
係
長

兼
本
署
第
一
部
）

【
消
防
課
】

▼
課
参
事
兼
本
署
第
二
部
当
務

副
隊
長

・
中
村
義
明
（
消
防
課
副
課
長

兼
本
署
第
二
部
当
務
副
隊
長
）

▼
副
課
長
兼
本
署
第
一
部
当
務

副
隊
長

・
長
石
　
稔（
出
張
所
第
一
部

当
務
副
隊
長
）

▼
上
席
主
幹
兼
本
署
第
二
部
消

防
担
当
上
席
主
幹

・
福
富
正
巳
（
消
防
課
主
幹
兼

本
署
第
一
部
消
防
担
当
主
幹
）

▼
上
席
主
幹
兼
本
署
第
一
部
救

〈
竹
田
保
育
所
〉

▼
所
長（
主
幹
級
）

・
向
井
ま
ゆ
み（
こ
ば
と
保
育

所
主
任
保
育
士（
主
幹
級
））

▼
主
任
保
育
士（
副
主
幹
級
）

・
野
田
幸
代（
主
任
保
育
士（
主

査
級
））

〈
ひ
ば
り
保
育
所
〉

▼
主
任
保
育
士（
主
査
級
）

・
谷
口
由
美（
生
野
幼
児
セ
ン

タ
ー
生
野
幼
稚
園
教
諭
）

〈
こ
ば
と
保
育
所
〉

▼
主
任
保
育
士（
副
主
幹
級
）

・
上
田
千
秋
（
寺
内
保
育
所
主
任
保
育
士

兼
寺
内
幼
稚
園
主
任
教
諭（
副
主
幹
級
））

〈
大
蔵
幼
稚
園
〉

▼
副
園
長（
主
幹
級
）

・
井
上
富
美
子（
梁
瀬
幼
稚
園

副
園
長
）

▼
主
任
教
諭（
副
主
幹
級
）

・
大
友
純
子（
山
口
幼
稚
園
主

任
教
諭（
副
主
幹
級
））

〈
東
河
幼
稚
園
〉

▼
副
園
長（
主
幹
級
）

・
天
野
し
の
ぶ（
大
蔵
幼
稚
園

副
園
長
）

〈
梁
瀬
幼
稚
園
〉

▼
副
園
長（
主
幹
級
）

・
馬
場
紀
子（
粟
鹿
幼
稚
園
副

園
長
）

〈
粟
鹿
幼
稚
園
〉

▼
副
園
長（
主
幹
級
）

・
中
野
は
る
み（
山
口
幼
稚
園

副
園
長
）

〈
山
口
幼
稚
園
〉

▼
副
園
長（
主
幹
級
）

・
茂
木
敦
子（
東
河
幼
稚
園
副

助
担
当
上
席
主
幹

・
太
田
正
明
（
消
防
課
主
幹
兼

本
署
第
二
部
救
助
担
当
主
幹
）

【
本
署
第
一
部
】

▼
消
防
係
長

・
田
路
英
明（
本
署
第
二
部
消

防
係
長
）

▼
調
査
担
当
司
令
補

・
浅
田
雅
史（
本
署
第
二
部
調

査
担
当
司
令
補
）

▼
救
急
係
長
Ｍ
Ｃ
担
当

・
上
田
達
也（
本
署
第
二
部
救

急
係
長
）

▼
救
急
担
当
司
令
補

・
中
嶋
伸
介
（
本
署
第
一
部
主
任
）

▼
通
信
担
当
主
任

・
垣
田
幸
範（
本
署
第
二
部
主
任
）

▼
調
査
担
当
消
防
士
長

・
清
水
宏
幸（
本
署
第
二
部
消

防
副
士
長
）

▼
救
急
担
当
消
防
士
長

・
小
谷
純
一（
消
防
副
士
長
）

▼
救
助
担
当
消
防
副
士
長

・
垣
尾
悠
也（
本
署
第
一
部
消

防
士
）

【
本
署
第
二
部
】

▼
調
査
担
当
主
幹

・
藤
尾
晃
一（
本
署
第
一
部
調

査
担
当
主
幹
）

▼
消
防
係
長

・
西
垣
浩
次（
本
署
第
一
部
救

急
係
長
Ｍ
Ｃ
担
当
）

▼
調
査
担
当
司
令
補

・
福
島
忠
治
（
本
署
第
一
部
主
任
）

▼
救
助
係
長

消
防
本
部

消
防
署

退
　
職

市職員の人事異動



広報 朝朝来来 ２２

健康コーナー
英国滞在歴に関する献血制限が緩和されました

■申し込み・問い合わせ先　市役所健康課（和田山保健センター）　☎６７２－５２６９

防ごう！！高齢者虐待
窓地域包括支援センターの

　新しい年度が始まりました。

　市内各地域では、住み良い地域

づくりのために英知を集めた取り

　「お互いの立場を尊重しあう」ことを実行してい

くためには、日ごろから周りの人々との交流を広

げ、ふれあいを深め合うことです。いろいろな行事

や活動を通じて、それぞれの考え方や生き方など、

価値観の違いを理解し合うことが大切です。

　十人十色といいますが、多くの考え方や、いろい

ろな意見が出ることはすばらしいこと。相手の立

場を尊重し、お互いの考え方の違いを大事にしな

がら、明るく、住みよいまちづくり、地域づくりを

進めていきましょう。

組みが進められています。

　これらの活動の中では、ときには意見の違いや

考え方の違いが出てきます。そんなときには、相手

の考えや思い、立場を尊重しながら十分に話し合

い、歩み寄ることができるよう努力していきま

しょう。地域づくりの取り組み内容が、例え自分の

考え方と違った場合でも、みんなで意見を出し合

い、互いの考えを尊重して決めたものであれば、そ

の後も協力し合えるものです。

考え方の違いを理解しあって　…相手の立場を尊重しながら…

人権・まちづくり課だより（４７）

　「虐待」といえば暴力などの「身体的虐待」と考え

る人が多いようですが、ほかにもどなる、ののしる、

無視するなどの「心理的虐待」や食事を与えない、

オムツを替えないなどの「介護放棄」、本人の年金

などのお金を渡さなかったり、勝手に使ったりす

るなどの「経済的虐待」、懲罰的に下半身を裸にす

るなどの「性的虐待」があります。

　市内では、身体的虐待と経済的虐待の相談件数

（延べ）は、年々増加しています。

　英国滞在歴が通算３０日以下であれば、献血が可能になりました。その結果、全国で約２０万人の献血

者数の増加が見込まれます。

　輸血による変異型クロイツフェルト・ヤコブ病の感染を防ぐために、１９８０年（昭和５５年）～１９９６年

（平成８年）に英国に１日（１泊）以上滞在歴のある人からの献血は制限されていましたが、下記のと

おり変更になりました。市民の皆様にはなお一層の献血事業へのご協力をお願いします。

英国滞在歴に関する献血制限　以下に該当する場合は、これまでどおり献血することができません。

　（1）１９８０年（昭和５５年）～１９９６年（平成８年）に通算１か月（３１日）以上の英国滞在歴のある人

　（2）１９９７年（平成９年）～２００４年（平成１６年）に通算６か月以上の英国滞在歴のある人

　高齢者虐待について、先月号に引き続き、今

月号は市内の実態を交えて紹介します。

平成２１年度１月末現在平成２０年度平成１９年度平成１８年度

１９６件１４０件６５件５１件

　高齢者虐待の相談は、電話や来所、訪問などで

行っていますので、地域包括支援センター又はお

近くの高齢者相談センターまで連絡してください。

■相談の窓口

・朝来市地域包括支援センター　☎６７２－６１２５

・生野高齢者相談センター

　担当地域：生野地区、和田山町玉置、桑原

　いくの喜楽苑内　　　　　　　☎６７０－５２０２

・和田山高齢者相談センター

　担当地域：和田山町玉置、桑原を除く和田山地区、竹田地区

　平生園内　　　　　　　　　　☎６７４－０３００

・和田山高齢者相談センター

　担当地域：和田山町糸井地区、大蔵地区、東河地区

　社会福祉協議会和田山支所内　☎６７２－０４４０

　いきいき介護センター内　　　☎６７６－５２１０

・山東高齢者相談センター　　担当地域：山東地区

　緑風の郷内　　　　　　　　　☎６７６－４３１１

・朝来高齢者相談センター　　担当地域：朝来地区

　あさがおホール内　　　　　　☎６７７－１９０１

■問い合わせ先　

市役所人権・まちづくり課　　☎６７２―６１２２



平成２２年４月平成２２年４月号号２３

◎契約するときの注意点

・サービス内容や料金を比較・検討する

・中途解約時の精算方法をチェックする

・個人情報の取り扱いに問題はないか確認する

・広告のイメージに惑わされたり、過度の期待は

　禁物

（５）注意してください！
　　“婚活”のトラブル～結婚相手紹介サービス～

■問い合わせ先
　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１
　県但馬生活科学センター　☎０７９６－２３－０９９９

　ライフスタイルが多様化し、未婚化・晩婚化が進

む一方で、結婚を望みながらなかなか出会いに恵

まれないという悩みも聞かれます。

　近年、パートナーとの出会いを求めて“婚活”に

いそしむ人たちのために、結婚相手を紹介する事

業者が増えています。しかし、希望する結婚相手が

見つかるかどうかもともと不確実な要素の多い契

約のため、さまざまなトラブルが報告されていま

す。

◆トラブルの例

・条件に合う人を紹介されない

・中途解約したいが返金されない

・３か月以内に相手が見つかると宣伝していたが、

　実際は違った

（国民生活センターに寄せられた相談より）

暮らしの情報コーナー

健康情報テレホンサービス （４月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう 　    よう  こ  い

兵庫県保険医協会　URL http://www.hhk.jp

予防できる病気はワクチンで予防しよう月曜日
歯周病と全身の健康との深い関係火曜日
女性に多い膠原病（こうげんびょう）水曜日
検診で乳がんを早期発見しよう木曜日
のどが詰まった感じ金・土・日

県内どこからでも利用できます。（携帯電話・PHSからは利用できません）

【電話番号】

※子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上
※累計は平成２１年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

１空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

０忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

２事 務 所 あ ら し４車 上 ね ら い

０出 店 あ ら し０自動販売機あらし

０詐 欺 

そ
の
他

０部 品 盗

１傷 害 ８器 物 損 壊

０暴 行 ３自 動 車 盗

９万 引 き ０オートバイ盗

（２月末累計）２自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来市消防本部）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

０その他

０合計

１累計

１２交通事故

救
急

１５一般負傷

６５急病

１４その他

１０６合計

１９９累計

（２月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

２９１５人身事故

００子ども

死
者

００高齢者

００その他

００合計

６３子ども

傷
者

６２高齢者

３２５その他

４４２２合計

２２９１２１物損事故

（２月中）各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山と山東地区を合同
で、生野と朝来地区を合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

４４//16～16～５５/３１/３１健康カレ健康カレンンダーダー
場　　所内　　容曜日日月

生野保健センター３か月児・８か月児健診火２０

４
月

山東老人福祉センター離乳食教室水２１

和田山保健センター３か月児健診木２２

和田山保健センター１歳６か月児健診水１２
５
月

和田山保健センター３歳児健診木１３

　エイズ検査・肝炎ウイルス検査日が４月１日から変更にな

りました。

　エイズは、正しい知識と行動で感染は防ぐことができます。

　感染が心配なときは早めに検査を受けてください。

　県朝来健康福祉事務所では、とく名検査ができます。血液中

に抗体ができるまで時間がかかりますので、感染の可能性の

あった日から３か月以降に受けてください。

検査日　毎月第１・３木曜日１３時３０分～１５時３０分（料金無

　　　　料。事前予約が必要）

・契約書面を受け取ってから８日以内であれば

クーリング・オフできます。

・解約手数料の上限が法律で決められています。

・学識経験者や業界団体により「結婚相手紹介

サービス業認証制度に関するガイドライン」が

公表されていますので、参考にしてください。

エエイイズズ検検査査・・肝肝炎炎ウウイイルルスス検検査査日日のの変変更更

■問い合わせ先　朝来健康福祉事務所地域保健課　☎６７２－０５５５
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１
月
　
日
、生
野
小
学
校

１６

児
童
の
サ
ケ
の
稚
魚
放
流

に
取
材
で
同
行
し
ま
し
た
。

場
所
は
生
野
町
円
山
の
倭

文（
し
ど
り
）神
社
横
の
円

山
川
。
▼
こ
の
神
社
は
通
称

「
鮭
の
宮
」、そ
の
脇
に
架
か

る
橋
を「
鮭
の
宮
橋
」と
い

い
ま
す
。そ
の
由
来
は
「
昔
、

社
殿
を
修
理
し
て
ご
神
体

を
移
す
儀
式
を
行
っ
て
い

た
と
き
、偶
然
サ
ケ
が
さ
か

の
ぼ
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
お
め
で
た
い
前
兆

だ
と
し
て
喜
ん
で『
鮭
の

宮
』と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
」こ
と
か
ら
。▼
今
で
は

市
内
の
河
川
で
サ
ケ
の
姿

を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
こ
の
い
わ
れ
か
ら
、

昔
は
日
本
海
か
ら
源
流
近

く
の
生
野
町
円
山
の
地
ま

で
サ
ケ
が
の
ぼ
っ
て
き
て

い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
円
山

川
の
河
口
か
ら
水
源
ま
で

の
距
離
（
幹
川
流
路
延
長
）

は
　

㌔

と
い
う
こ
と
で
す

６８
か
ら
、か
な
り
の
長
距
離
を

流
れ
に
さ
か
ら
っ
て
泳
い

で
き
た
の
で
し
ょ
う
。▼
こ

の
日
、放
流
さ
れ
た
サ
ケ
の

稚
魚
は
約
３
㌢
。ま
だ
メ
ダ

カ
ほ
ど
の
大
き
さ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
無
事

に
海
ま
で
た
ど
り
着
き
、
大

き
く
育
っ
て
、い
つ
か
円
山

ま
で
戻
っ
て
き
て
く
れ
る

と
い
い
で
す
ね
。

K

編

集

後

編

集

後

記記

各 種 相 談 の ご 案 内

い
き
い
き

人

～
市
内
で
活
躍
す
る
元
気
な
人
、グ
ル
ー
プ
を
紹
介
～

マジックで地域に楽しみを

安木喜代一さん（竹原野区）

いつも笑顔で手品を披露
する安木さん

時：日時　場：場所　問：問い合わせ　予：予約

心配ごと相談（無料）　経験豊富な相談員が、
　あらゆる生活上の相談に応じます。
時・場　(毎月開催）１３時～１６時
市役所南庁舎　　　　　　　４月１４日（水）
山東老人福祉センター　　　４月２１日（水）
朝来老人福祉保健センター　４月２８日（水）
生野保健センター　　　　　５月６日（木）
問　朝来市社会福祉協議会　☎６７６－５２１３

人権相談（無料）　人権問題でお悩みの人の相
　談に応じます。
時・場　(毎月開催）１３時３０分～１５時
生野保健センター　　　　　　５月１３日（木）
市役所本庁舎１階相談室　　　　　〃
山東老人福祉センター　　　　〃
朝来老人福祉保健センター　　〃
問　市役所人権・まちづくり課　☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料）　経験豊かな女性カ
　ウンセラーが、子育てや家族、ＤＶやセクハラ
　など、女性が抱えるさまざまな悩みや不安、問
　題などの相談に応じます。（予約制）
時　４月１４日（水）１３時～１６時
場　アートほほえみ相談室（２階）
問・予　市役所人権・まちづくり課　☎６７２－６１２２

行政相談（無料）　 官公庁の仕事の苦情や意見
　・要望などの相談に応じます。
時　４月１９日（月）　１０時～１１時３０分
場　生野保健センター／和田山老人福祉センター
　　／山東老人福祉センター／朝来老人福祉保健センター
問　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１

※
消
費
生
活
相
談
員
の
配
置
に
伴
い
、「
あ
さ
ご
暮

　
ら
し
の
相
談
室
」は
３
月
で
終
了
し
ま
し
た
。

人
い
き
い
き

　このコーナーで紹介する人やグループや団体を募集しています。

■問い合わせ先　市役所情報政策課　☎６７２－６１１１

朝来市の数字

　まちの活動を縁の下で支えるボランティアの皆さん。市内では

１５７団体と５６人の皆さんが社会福祉協議会に登録し、さまざまな

場面で活躍しています。

　思いやりの心をつなぐボランティア活動は、わたしたちの社会

にとってとても重要な役割を果たしています。また、ボランティア

あ れ こ れ

その８　ボランティア登録数

５６人と１５７団体（平成２１年度）
（朝来市社会福祉協議会調べ）

ボランティア登録数

団体個人
２０団体２１人生野地域
６１団体１８人和田山地域
３２ 団体９人山東地域
４４ 団体８人朝来地域
１５７ 団体５６人合計

場に集まった人を楽しませている安

木さん。知り合いのマジックを見て

「自分でもできないだろうか」と思っ

たのが１２年前。以来、人に教えても

らったりビデオを見たりして勉強し

てきました。今では「道具は手づく

活動を通した社会貢献は、

やりがいや新たな自分の

場所を見つけるきっかけ

になるかもしれません。

あなたも得意分野をボラ

ンティア活動に生かして

みませんか？

り」をモットーに、自作の道具を持って会場に向かいます。

　ステージでは、家族や知り合いも加わって「安木ファミ

リー」として出演することもあるという安木さんには年間

約２０～２５回の依頼があります。

　安木さんは「マジックが終わった後、『今日は久しぶりに

笑わせてもらった。楽しかった』と感想を聞かせてもらうと

こちらも元気が出ますね」と笑顔で話します。ネタは３０～

４０あるそうですが、たまに失敗することも。「失敗しても笑

いにつながって、和やかになるからいいんですよ。マジック

を見てもらってびっくりしてもらおうというよりも、みん

なで笑って楽しく過ごしてもらえたらそれが一番です」と

語る安木さんの一番得意なマジックは「会場の皆さんを笑

顔に変える」ことです。

　軽妙なトークを織り交ぜな

がらマジックを披露して、会

司法書士による法律相談会（無料）　司法書士が登記
　・相続・多重債務・消費者問題・成年後見などの
　法律相談に応じます。（予約制。予約受付時間
　は平日９時～１７時。相談無料。）
時・場　１３時～１６時
　浜坂多目的集会施設　　　４月１０日（土）
　豊岡市民会館中会議室　　４月１７日（土）
　和田山ジュピターホール　５月１日（土）
問・予　兵庫県司法書士会但馬支部司法書士法
　　　  律相談委員会　☎６７６－３３６８

金融アドバイザーによる相談会（無料）　但馬地区金融
　アドバイザーが、中小企業の皆さんが抱えて
　いる金融の課題などの相談に応じます。
時　４月８日・１５日・２２日、５月６日（毎週木曜日）
場　市役所南庁舎
問　兵庫県保証協会　☎０１２０－５３７－００１

総合法律センター南たじま相談所　兵庫県弁護士会
　の弁護士が法律相談に応じます。
（予約制。１回３０分。相談料５，２５０円）
時　４月２２日（木）１３時～１６時
場　和田山老人福祉センター
問・予　兵庫県弁護士会　☎０７８－３５１－１２３３


